
は
じ
め
に

新
町
紡
績
所
は
、
群
馬
県
新
町
駅
に
設
置
さ
れ
た
日
本
初
の
絹
糸
紡
績
所
で
あ

り
、
墺
国
勧
業
博
覧
会
に
出
張
し
た
際
に
屑
糸
紡
績
の
方
法
を
学
ん
だ
佐
々
木
長

淳
な
ど
を
担
い
手
と
し
て
、
明
治
十
年
十
月
に
開
業
式
が
行
わ
れ
た
（
１
）
。
外
国
に
安

値
で
輸
出
さ
れ
て
い
た
屑
糸
・
屑
繭
を
原
料
と
し
、
西
京
・
東
京
・
桐
生
等
の
国

内
織
物
業
向
け
に
絹
紡
績
糸
を
製
造
し
た
同
所
は
、
開
業
間
も
な
い
十
年
度
こ
そ

大
き
な
欠
損
を
出
し
た
が
、
そ
の
後
十
三
年
度
ま
で
は
順
調
に
利
益
を
増
や
し
て

い
た
（
２
）
。

明
治
十
三
年
五
月
、
大
隈
重
信
は
「
工
場
払
下
概
則
」
を
起
草
し
、
同
年
十
一

月
五
日
に
無
修
正
で
成
立
し
た
。
十
一
月
二
十
六
日
に
は
内
務
省
が
自
ら
主
管
す

る
富
岡
製
糸
所
・
新
町
紡
績
所
・
千
住
製
絨
所
の
払
下
げ
に
つ
き
広
告
を
出
す
。

新
町
紡
績
所
は
、
当
時
払
下
げ
に
出
さ
れ
た
中
で
ほ
ぼ
唯
一
収
益
を
あ
げ
て
い
た

官
営
工
場
で
あ
り
、
四
組
も
の
払
受
出
願
を
得
た
。
し
か
し
そ
の
時
に
は
払
下
げ

に
至
ら
ず
、
明
治
二
十
年
に
三
越
得
右
衛
門
に
払
下
げ
ら
れ
た
（
３
）
。

工
場
払
下
げ
に
関
し
て
は
、
小
林
正
彬
氏
に
よ
る
『
日
本
の
工
業
化
と
官
業
払

下
げ
』
が
基
本
文
献
で
あ
る
。
た
だ
、
新
町
紡
績
所
に
関
し
て
は
、
同
書
は
簡
単

に
触
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
同
氏
が
後
に
執
筆
さ
れ
た
論
文
「
新
町
紡
績
所

の
払
下
げ
（
４
）
」
で
払
下
げ
過
程
の
分
析
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
同
論
文
は
各
払
受

け
出
願
者
の
性
格
を
深
く
掘
り
下
げ
た
も
の
と
は
言
え
な
い
。
従
っ
て
、
政
府
の

払
下
げ
先
決
定
の
論
理
に
つ
い
て
も
、
再
考
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

小
林
氏
の
論
文
は
、
三
越
へ
の
払
下
げ
が
実
現
し
た
明
治
二
十
年
の
過
程
に
も

簡
単
に
触
れ
て
い
る
も
の
の
、
専
ら
明
治
十
三
〜
十
四
年
の
過
程
を
紹
介
し
た
も

の
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
第
一
節
で
十
三
〜
十
四
年
の
過
程
を
振
り
返
り
、

同
論
文
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。
第
二
節
で
、
こ
の
時
の
出
願
者
と
政
府
の
意
思

決
定
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
て
考
察
す
る
。
以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
、
第
三
節
で
明

治
二
十
年
の
払
下
げ
過
程
に
つ
い
て
も
簡
単
に
検
討
を
加
え
る
。

新
町
紡
績
所
の
払
下
げ
過
程
再
考

谷

川

み
ら
い

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
二
十
一
号

二
〇
一
七
年
三
月
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第
一
節

明
治
十
三
〜
十
四
年
の
払
下
げ
失
敗

（
一
）
史
料
の
概
要

ま
ず
は
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
公
文
録
」
中
の
「
上
州
新
町
屑
糸
紡
績
所
払

下
ノ
件
（
５
）
」
に
よ
り
、
政
府
が
明
治
十
三
〜
十
四
年
に
払
下
げ
を
試
み
、
結
局
実
現

し
な
か
っ
た
過
程
を
通
観
し
よ
う
。
こ
の
一
件
の
冒
頭
に
あ
る
の
が
、
明
治
十
四

年
六
月
十
三
日
に
農
商
務
卿
河
野
敏
鎌
か
ら
太
政
大
臣
三
条
実
美
に
宛
て
ら
れ
た

「
上
州
新
町
屑
糸
紡
績
所
払
下
ノ
義
ニ
付
上
申
」
で
、
こ
こ
に
は
「
本
場
ハ
勝
山

宗
三
郎
ヘ
払
下
候
方
至
当
」
と
い
う
農
商
務
省
の
判
断
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
以

下
、
こ
の
上
申
書
の
付
属
文
書
が
続
く
。

ま
ず
、
内
務
省
が
明
治
十
三
年
十
一
月
二
十
六
日
に
出
し
た
富
岡
製
糸
所
、
新

町
屑
糸
紡
績
所
、
千
住
製
絨
所
の
払
下
広
告
が
あ
る
。
な
お
、
農
商
務
省
は
十
四

年
四
月
七
日
に
成
立
し
、
新
町
を
含
む
内
務
省
の
官
業
を
引
き
継
い
だ
（
６
）
。
次
に
、

明
治
十
四
年
六
月
付
で
、
農
商
務
省
工
務
局
長
河
瀬
秀
治
よ
り
、
勝
山
宗
三
郎
・

中
村
碌
郎
・
橋
本
弥
作
に
向
け
て
、
払
下
げ
に
伴
う
命
令
書
案
が
あ
る
。
そ
の
後
、

払
受
け
請
願
人
の
願
書
が
続
く
。【
表
一
】
に
示
し
た
通
り
、
橋
本
・
中
村
・
勝

山
↓
青
木
・
野
口
↓
新
井
・
松
本
↓
町
田
・
原
↓
新
井
・
松
本
他
の
追
願
↓
橋

本
・
中
村
・
勝
山
の
追
願
の
順
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
群
馬
・
埼
玉
県
令
、
東
京

府
知
事
、
ま
た
は
そ
の
代
理
が
内
務
卿
松
方
正
義
に
請
願
人
が
あ
っ
た
旨
を
上
申

し
、
そ
の
付
属
文
書
と
し
て
各
人
の
請
願
書
が
続
い
て
い
る
。
最
後
に
、
明
治
十

四
年
八
月
二
十
五
日
付
の
太
政
官
の
決
裁
文
書
、
同
八
月
二
十
三
日
付
の
会
計
部

主
管
参
議
の
意
見
が
あ
る
。
結
局
、
太
政
官
会
計
部
作
成
の
「
上
申
ノ
趣
、
払
下

代
価
不
相
当
ト
看
認
候
条
、
建
物
機
械
等
現
今
ノ
価
格
詳
細
調
査
ノ
上
、
払
下
約

定
按
取
調
更
ニ
伺
出
ヅ
ベ
シ
」
と
い
う
指
令
案
が
、
八
月
三
十
日
に
決
裁
さ
れ
て

い
る
。

（
二
）
四
組
の
出
願

以
下
、
時
系
列
で
経
過
を
述
べ
る
。【
表
一
】
で
ま
ず
目
を
引
く
の
は
、
新

井
・
松
本
が
十
一
月
二
十
六
日
、
つ
ま
り
払
下
げ
広
告
と
同
日
に
出
願
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
（
７
）
。
群
馬
県
令
楫
取
素
彦
代
理
、
群
馬
県
大
書
記
官
森
醇
は
、
請
願
を

取
り
次
ぐ
上
申
書
の
中
で
、
彼
ら
に
つ
い
て
「
予
テ
新
町
駅
屑
糸
紡
績
所
ノ
儀
ニ

付
出
願
有
之
、
已
ニ
本
年
九
月
中
勧
甲
第
十
一
号
ヲ
以
、
願
人
身
元
ノ
調
査
并
其

事
由
ヲ
具
シ
開
申
致
シ
置
候
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
広
告
前
か
ら
払
下
げ
を

願
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
実
際
に
払
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
速
や
か
に
出

願
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
九
月
の
勧
甲
第
十
一
号
は
、
残
念
な
が
ら
見
当

た
ら
な
い
。

「
群
馬
県
下
有
志
総
代
」
を
名
乗
る
新
井
・
松
本
の
背
景
に
つ
い
て
は
次
節
で

述
べ
る
が
、
出
願
の
動
機
に
あ
た
る
部
分
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

私
共
儀
、
従
来
養
蚕
製
糸
ノ
業
ニ
従
事
罷
在
候
処
、〔
中
略
〕
系
作
長
男
新

井
領
一
郎
ヲ
米
国
ニ
派
遣
シ
、
内
外
ノ
情
実
ヲ
照
考
シ
偏
ニ
貿
易
品
ノ
増
加

ニ
熱
心
罷
在
候
処
、
生
皮
苧
・
出
殻
繭
等
ト
称
ス
ル
屑
物
ニ
シ
テ
、
生
糸
ニ

属
ス
ル
物
品
ノ
産
出
モ
夥
多
ノ
数
ニ
候
エ
共
、
其
輸
出
ス
ル
ヤ
元
質
ノ
儘
ニ

シ
テ
更
ニ
人
巧
ヲ
加
ヘ
ズ
、
故
ニ
格
外
安
価
ニ
買
取
セ
ラ
レ
、
巨
万
ノ
金
円

ヲ
以
テ
空
シ
ク
海
外
ニ
抛
擲
セ
シ
ム
ル
ハ
遺
憾
ノ
至
リ
ニ
付
、
米
国
紡
績
所

等
ノ
景
況
モ
聞
知
仕
、
是
非
共
着
手
加
巧
仕
度
、
年
来
心
痛
罷
在
候

米
国
向
け
生
糸
輸
出
の
先
駆
者
で
あ
る
新
井
領
一
郎
を
送
り
出
し
た
者
と
し
て
、

生
皮
苧
（
８
）

や
出
殻
繭
（
９
）

が
安
価
に
輸
出
さ
れ
、
外
国
で
加
工
さ
れ
て
い
る
状
況
を
知
り
、
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心
痛
し
て
い
た
と
い
う
。
願
書
は
さ
ら
に
政
府
に
よ
る
新
町
紡
績
所
設
立
の
意
義

を
高
く
評
価
し
た
上
で
、「
近
来
内
国
ノ
需
用
ニ
消
費
ス
ル
生
糸
ノ
高
ハ
莫
大
」

で
あ
る
の
で
国
内
需
要
は
紡
績
糸
で
代
用
し
て
「
良
好
ノ
生
糸
ハ
一
切
貿
易
ノ

具
」
と
す
る
た
め
に
自
分
た
ち
も
絹
糸
紡
績
工
場
を
作
ろ
う
か
と
思
っ
た
が
、
近

隣
に
複
数
の
工
場
が
あ
っ
て
は
原
料
価
格
が
値
上
が
り
す
る
し
資
金
も
豊
か
で
は

な
い
の
で
、
新
町
紡
績
所
の
払
下
げ
を
願
い
た
い
と
す
る
。
公
益
の
事
業
を
自
分

た
ち
が
担
い
た
い
と
い
う
意
欲
が
強
調
さ
れ
た
願
書
で
あ
る
。
払
下
げ
代
価
は
十

五
万
円
で
、「
御
払
下
御
引
渡
シ
ノ
月
ヨ
リ
起
算
シ
、
壱
ヶ
年
金
壱
万
円
ヅ
ヽ
、

向
拾
五
ヶ
年
ニ
皆
納
ノ
積
ニ
シ
テ
無
利
子
」「
営
業
用
有
品
ノ
義
ハ
至
当
ノ
代
価

ヲ
以
」
即
納
と
し
て
い
る
。
官
営
工
場
の
払
下
げ
に
際
し
て
営
業
資
本
金
を
一
括

上
納
さ
せ
、
興
業
費
は
年
賦
上
納
さ
せ
る
こ
と
は
「
工
場
払
下
概
則
」
で
定
め
ら

れ
て
お
り
（
１０
）
、
四
組
と
も
こ
の
規
定
に
則
っ
て
い
る
。

次
に
提
出
さ
れ
た
の
は
十
二
月
十
日
付
の
、
橋
本
・
中
村
・
勝
山
の
願
書
で
あ

る
。
代
価
は
や
は
り
十
五
万
円
だ
が
、「
御
払
下
ノ
節
、
金
壱
万
円
即
納
仕
、
残

金
拾
四
万
円
ハ
向
十
四
ヶ
年
賦
ヲ
以
テ
、
毎
年
金
壱
万
円
宛
上
納
」
と
あ
る
の
で
、

完
納
ま
で
の
期
間
は
新
井
・
松
本
よ
り
一
年
短
い
。
願
書
の
中
で
は
、
以
下
の
部

分
が
注
目
さ
れ
る
。

私
共
儀
、
兼
々
紡
績
業
篤
志
ニ
御
座
候
処
、
就
中
勝
山
宗
三
郎
義
ハ
、
去
ル

明
治
十
年
中
新
町
紡
績
所
御
開
業
以
来
精
糸
売
捌
キ
方
奉
務
罷
在
候
処
、
当

時
該
糸
ノ
効
用
未
ダ
世
上
ニ
伝
播
セ
ズ
、
売
先
キ
壅
塞
ノ
際
ニ
臨
ミ
困
難
ノ

折
柄
、
百
折
不
撓
ノ
精
神
ヲ
以
テ
百
方
尽
力
、
傍
ラ
練
染
方
法
ヲ
モ
研
究
仕
、

漸
ク
近
来
ニ
至
リ
荐
リ
ニ
声
価
ヲ
得
、
随
テ
価
格
ヲ
上
騰
セ
シ
メ
遂
ニ
今
日

盛
境
ニ
立
至
リ
、
最
早
売
先
キ
ノ
目
途
モ
確
ト
相
立
、
殊
ニ
当
年
毎
月
数
回

該
所
ヘ
出
入
仕
候
事
故
、
工
業
ノ
順
序
ヨ
リ
仕
入
ノ
得
失
ニ
至
迄
粗
相
弁
居

【表一：明治１３～１４年出願者一覧】

営業ニ属スル物品

相当代価ヲ以テ
即納

「上州新町屑糸紡績所払下ノ件」中の各願書及び農商務省作成の一覧表を参考に筆者が作成

代価・支払方法

金１５万円、向１５ヶ年賦返
納

金１５万円、内１万５千円
即納、残金は向１４ヶ年賦
返納

金１５万円、内１万円即納、
残金は向１４ヶ年賦返納

条件変更なし

金１５万円、向２０ヶ年賦返
納

金１９万円、向２５ヶ年賦返
納

出願日

M１３．１１．２６

M１４．２．１６

M１３．１２．１０

M１４．２．２４

M１３．１２．１４

M１３．１２．１５

住所
群馬県下有志総代

群馬県南勢多郡下田沢村

群馬県東群馬郡前橋町

群馬県下十四郡有志惣代
群馬県南勢多郡下田沢村
群馬県東群馬郡前橋堀川町
群馬県南勢多郡水沼村

群馬県碓氷郡原市村

群馬県山田郡竜舞村
繭糸改良会社社中惣代

群馬県東群馬郡前橋曲輪町
群馬県佐位群伊与久村
群馬県山田郡下新田村
東京府浅草区須賀町
願書には「静岡県平民」とある

群馬県群馬郡前橋本町
※橋本・中村・勝山の追願

東京府浅草区黒船町
東京府京橋区築地
埼玉県比企郡小川村
埼玉県比企郡青山村

出願者

新井系作
松本源五郎
精糸原社社員

※上記の追願

新井系作
松本源五郎
星野耕作
真下珂十郎
村勧業委員

武藤幸逸

久野小作
宮崎有敬

橋本弥作

中村碌郎

勝山宗三郎

町田徳之助
原六郎
青木伝次郎
野口宣鋭
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候

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
勝
山
宗
三
郎
は
新
町
紡
績
所
開
業
以
来
、
製
品
販
売
を
請
け

負
っ
て
お
り
、
製
造
過
程
に
も
相
当
程
度
か
か
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
小
林
氏

は
、
こ
の
願
書
に
つ
い
て
「
精
神
的
な
内
容
に
終
始
し
て
お
り
、
後
述
の
払
受
希

望
者
〔
新
井
・
松
本
な
ど
―
谷
川
註
〕
の
払
下
願
よ
り
も
著
し
く
劣
っ
て
い
る
（
１１
）
」

と
評
価
す
る
が
、
各
願
書
を
通
読
す
る
と
新
町
紡
績
所
の
日
常
的
な
業
務
に
最
も

深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
の
は
勝
山
ら
で
あ
る
。

新
井
・
松
本
の
願
書
で
、
森
書
記
官
は
彼
ら
の
身
元
に
つ
い
て
す
で
に
上
申
の

通
り
確
か
な
者
だ
と
し
、
詳
し
く
述
べ
て
い
な
か
っ
た
が
、
勝
山
宗
三
郎
・
橋
本

弥
作
に
つ
い
て
は
、
森
は
以
下
の
よ
う
な
推
薦
文
を
書
い
て
い
る
。

右
宗
三
郎
義
ハ
従
来
製
糸
ノ
事
業
相
営
居
、
該
所
御
開
設
以
来
紡
績
所
ノ
売

捌
キ
方
ニ
尽
力
シ
、
傍
ラ
精
糸
ノ
練
染
方
法
等
モ
研
究
罷
在
、
身
元
相
応
ノ

者
ニ
有
之
、
且
弥
作
ナ
ル
者
ハ
管
内
有
名
ノ
生
糸
商
ニ
テ
、
現
ニ
桐
生
地
方

機
織
ノ
原
糸
ハ
過
半
数
ノ
売
込
ヲ
占
有
シ
、
現
業
応
分
ノ
身
元
ニ
テ
、
両
人

ト
モ
既
ニ
其
成
績
モ
相
顕
レ
、
事
業
ノ
信
用
ヲ
得
候
者
共
ニ
付
、
願
意
ニ
於

ケ
ル
モ
将
来
該
事
業
ニ
適
当
ノ
義
ト
思
量
候

な
お
、
前
述
の
通
り
新
町
の
製
品
は
基
本
的
に
国
内
向
け
で
あ
り
、
桐
生
も
販
売

先
の
一
つ
で
あ
っ
た
。「
桐
生
地
方
機
織
ノ
原
糸
ハ
過
半
数
ノ
売
込
ヲ
占
有
」
し

て
い
た
と
い
う
橋
本
の
実
績
も
、
や
は
り
評
価
に
値
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え

る
。残

り
二
組
は
有
力
な
候
補
と
は
な
ら
な
い
が
、
簡
単
に
確
認
し
て
お
こ
う
。
明

治
十
三
年
十
二
月
十
四
日
付
の
、
町
田
徳
之
助
・
原
六
郎
の
願
書
で
、
動
機
に
あ

た
る
部
分
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

先
年
新
町
紡
績
所
御
設
置
以
来
、
該
所
ニ
於
テ
御
製
造
紡
績
糸
使
用
ノ
道
未

ダ
開
ケ
ザ
ル
時
、
私
共
織
物
幷
縫
糸
ニ
種
々
ノ
試
験
ヲ
為
シ
、
尓
来
東
京
ハ

勿
論
各
地
方
ニ
需
用
ノ
道
ヲ
開
キ
、
現
今
漸
ク
其
損
失
ヲ
聊
カ
償
場
合
ニ
至

リ
候

新
町
製
品
の
販
売
に
尽
力
し
て
き
た
実
績
を
強
調
す
る
点
で
、
勝
山
ら
の
願
書
に

近
い
。
た
だ
、
条
件
は
十
五
万
円
二
十
ヶ
年
賦
と
し
て
お
り
、
完
納
ま
で
の
期
間

が
や
や
長
い
。
払
受
け
れ
ば
、
資
本
金
五
万
円
で
「
新
町
精
紡
会
社
」
と
い
う
新

会
社
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う
。
東
京
府
知
事
松
田
道
之
の
上
申
書
で
は
町
田
・
原

の
二
人
に
つ
い
て
「
右
六
郎
儀
ハ
予
テ
製
糸
又
ハ
糸
類
売
買
ニ
志
シ
、
徳
之
助
儀

ハ
現
今
専
ラ
糸
類
商
業
ニ
従
事
到
〔
致
カ
―
『
群
馬
県
史
』
註
〕
居
、
且
両
名
ト

モ
資
産
ヲ
所
有
シ
身
元
確
実
ニ
相
聞
候
」
と
述
べ
て
い
る
。
原
六
郎
は
こ
の
後
明

治
十
六
年
に
横
浜
正
金
銀
行
頭
取
に
な
る
が
、
こ
の
頃
す
で
に
第
百
国
立
銀
行
と

東
京
貯
蓄
銀
行
を
創
立
し
て
い
る
銀
行
家
で
あ
る
（
１２
）
。
十
年
と
二
十
三
年
に
富
岡
製

糸
場
の
払
受
け
も
試
み
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
失
敗
し
て
い
る
（
１３
）
。
町
田
徳
之
助
は

『
日
本
商
工
人
名
録

第
二
版
』（
明
治
三
十
一
年
）
に
絹
糸
、
綿
糸
卸
小
売
商

「
藤
田
屋
」
と
し
て
名
前
が
見
え
（
１４
）
、
上
申
書
の
通
り
で
あ
る
。
町
田
は
明
治
二
十

年
に
再
度
払
受
け
を
試
み
る
こ
と
に
な
る
。

翌
十
二
月
十
五
日
付
の
青
木
伝
次
郎
・
野
口
宣
鋭
の
出
願
は
非
常
に
簡
潔
な
も

の
で
、
払
下
条
件
は
十
九
万
円
二
十
五
ヶ
年
賦
と
し
て
い
る
が
、
出
願
の
動
機
に

つ
い
て
は
何
も
書
い
て
い
な
い
。
青
木
・
野
口
の
人
物
像
に
つ
い
て
は
、
願
書
に

「
平
民
農
」
と
あ
り
、
埼
玉
県
令
白
根
多
助
代
理
埼
玉
県
大
書
記
官
吉
田
清
英
の

上
申
書
に
「
相
応
基
業
ノ
者
ニ
有
之
、
年
賦
上
納
金
ニ
差
支
候
者
ニ
無
之
候
」
と
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あ
る
の
み
で
、
一
件
書
類
を
読
む
限
り
で
は
詳
細
不
明
で
あ
る
。

内
務
省
の
広
告
に
よ
れ
ば
、
出
願
の
期
限
は
明
治
十
四
年
一
月
三
十
一
日
で

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
二
月
十
六
日
、
新
井
・
松
本
ら
は
追
願
を
提
出
す
る
。
価
格

を
十
五
万
円
と
す
る
点
は
変
わ
ら
な
い
が
、
一
万
五
千
円
を
即
納
、
残
金
は
十
四

ヶ
年
賦
で
返
納
と
し
て
お
り
、
当
初
の
願
書
（
十
五
万
円
、
十
五
ヶ
年
賦
）
よ
り

も
政
府
側
に
有
利
な
条
件
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
勝
山
ら
の
条
件
（
十
五
万
円
、

内
一
万
円
即
納
、
残
金
は
十
四
ヶ
年
賦
返
納
）
よ
り
も
、
即
納
金
五
千
円
分
だ
け

有
利
な
条
件
を
出
し
て
い
る
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
追
願
で
は
願
人
の

数
が
大
幅
に
増
え
て
い
て
、「
群
馬
県
下
十
四
郡
有
志
惣
代
」
と
し
て
新
井
・
松

本
お
よ
び
星
野
耕
作
・
真
下
珂
十
郎
・
武
藤
幸
逸
、「
繭
糸
改
良
会
社
社
中
惣

代
」
と
し
て
久
野
小
作
・
宮
崎
有
敬
が
連
署
し
て
い
る
。
条
件
を
変
更
し
た
理
由

に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

紡
績
ノ
元
資
ニ
供
ス
ル
屑
物
ノ
如
キ
、
改
良
会
社
中
ニ
於
テ
生
皮
苧
ト
称
ス

ル
ノ
類
一
万
二
千
余
貫
ヲ
出
ス
ベ
キ
、
出
殻
繭
ノ
類
ヲ
出
ス
又
四
千
〇
〇
〇

〔
マ
マ
〕
貫
ニ
下
ラ
ザ
ル
ベ
シ
。〔
中
略
〕
上
陳
ノ
如
ク
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
元
品

買
入
ニ
付
テ
ハ
一
点
ノ
苦
慮
モ
ナ
ク
、
各
自
所
有
ノ
屑
物
ヲ
以
テ
一
時
価
格

ヲ
定
メ
携
出
致
シ
、
加
巧
売
却
ノ
上
決
算
代
価
ヲ
払
渡
ス
モ
ノ
ト
ス
ル
ニ
付
、

是
レ
ガ
為
メ
ニ
資
金
ヲ
要
セ
ザ
ル
ヲ
以
テ
〔
中
略
〕
経
営
誠
ニ
容
易
ノ
事
ト

見
込
居
候

繭
糸
改
良
会
社
の
詳
細
は
次
節
で
触
れ
る
が
、
同
社
に
加
盟
す
る
各
製
糸
業
者
が

製
糸
の
過
程
で
出
す
屑
糸
類
を
集
め
れ
ば
新
町
の
原
料
と
し
て
十
分
で
あ
る
の
で
、

経
営
は
容
易
で
あ
る
と
す
る
。
繭
糸
改
良
会
社
加
盟
各
結
社
・
製
糸
所
の
生
皮

苧
・
出
殻
繭
産
出
額
を
列
挙
し
て
集
計
し
た
表
も
添
付
し
て
あ
り
、
か
な
り
説
得

的
で
、
払
受
け
へ
の
強
い
意
欲
が
感
じ
ら
れ
る
。
最
初
の
願
書
で
も
「
群
馬
県
下

有
志
総
代
」
を
名
乗
っ
て
い
た
が
、
追
願
で
は
「
御
聞
届
ノ
上
ハ
、
該
御
場
所
ヲ

以
テ
群
馬
県
下
十
四
郡
有
志
者
一
同
ノ
共
用
ニ
備
置
キ
」
と
書
く
な
ど
、
地
元
群

馬
県
の
代
表
で
あ
る
こ
と
が
さ
ら
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。

二
月
二
十
四
日
、
橋
本
・
中
村
・
勝
山
も
追
願
を
行
う
が
、
条
件
の
変
更
は
な

い
。「
新
町
紡
績
所
維
持
方
法
」
と
題
し
て
よ
り
詳
細
な
経
営
計
画
を
示
し
つ
つ
、

出
殻
繭
は
七
・
八
月
の
間
に
一
年
分
を
仕
入
れ
な
け
れ
ば
良
品
を
得
ら
れ
ず
、
そ

の
た
め
に
は
三
・
四
月
中
に
養
蚕
家
に
買
入
の
予
約
を
し
た
り
資
金
の
貸
与
を

行
っ
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、「
願
ノ
趣
一
日
モ
早
ク
御
聞
済
相
成

候
様
仕
度
」
と
願
っ
て
い
る
。
勝
山
が
新
町
製
品
の
販
売
お
よ
び
練
染
方
法
の
研

究
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
は
先
の
願
書
で
示
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
十
二
年
時
点

で
新
町
紡
績
所
と
富
岡
製
糸
場
の
原
料
供
給
も
担
当
し
て
い
た
こ
と
は
他
史
料
に

見
え
（
１５
）
、
実
務
を
担
っ
て
き
た
者
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
印
象
付
け
た
と
も
と
れ
る
。

（
三
）
政
府
の
判
断

以
上
が
出
願
の
全
て
で
あ
る
。
こ
の
件
に
対
す
る
政
府
の
対
応
は
極
め
て
遅

か
っ
た
。
前
述
の
通
り
四
月
七
日
新
設
さ
れ
た
農
商
務
省
に
新
町
紡
績
所
も
移
管

さ
れ
、
そ
れ
か
ら
二
ヶ
月
経
っ
た
六
月
十
三
日
に
農
商
務
省
は
払
下
先
を
勝
山
ら

に
内
定
し
、
太
政
官
に
上
申
し
た
。
農
商
務
省
の
判
断
の
根
拠
を
示
す
部
分
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

埼
玉
県
下
青
木
伝
二
郎
外
壱
名
ノ
分
ハ
払
受
金
高
他
ニ
超
越
セ
ル
モ
、
其
返

納
ノ
年
限
殊
ニ
永
ク
、
東
京
府
下
原
六
郎
外
壱
名
ノ
分
モ
、
返
納
年
限
ハ
猶

弐
拾
ヶ
年
ニ
渉
ラ
ン
�
ヲ
望
ム
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
一
ハ
年
賦
上
納
ノ
差
支
ナ
キ

ト
云
フ
ニ
止
マ
リ
、
一
ハ
是
迄
屑
糸
売
捌
ノ
�
ヲ
取
扱
ヒ
シ
ヲ
以
テ
、
更
ニ
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一
個
ノ
会
社
ヲ
組
立
而
シ
テ
之
レ
ヲ
引
受
タ
シ
ト
云
フ
ニ
過
ザ
レ
バ
、
未
ダ

以
テ
該
業
ヲ
将
来
ニ
拡
張
セ
ン
�
ヲ
託
ス
ベ
キ
ニ
足
ラ
ズ
。
独
リ
群
馬
県
下

勝
山
宗
三
郎
外
弐
名
、
及
ビ
同
県
下
松
本
源
五
郎
外
壱
名
ノ
分
ハ
、
払
受
金

高
及
其
返
納
ノ
年
限
モ
相
応
ナ
ラ
ザ
ル
ニ
ア
ラ
ズ
、
且
同
人
等
ハ
従
来
ノ
生

糸
商
ニ
シ
テ
其
販
路
モ
広
ク
、
加
ル
ニ
屑
糸
紡
績
ノ
業
ヲ
盛
ナ
ラ
シ
メ
ン
�

ヲ
尽
力
シ
、
常
ニ
該
所
ニ
出
入
、
工
業
ノ
順
序
ヨ
リ
仕
入
ノ
得
失
等
ヲ
モ
略

了
得
イ
タ
シ
居
候
者
ニ
有
之
。
尤
松
本
ハ
更
ニ
壱
万
五
千
円
ヲ
即
納
シ
テ
、

其
残
額
ヲ
十
四
ヶ
年
賦
ニ
返
納
セ
ン
�
ノ
追
申
ア
リ
ト
雖
モ
、
既
ニ
広
告
期

限
ノ
后
ニ
在
レ
バ
其
効
ア
ル
モ
ノ
�
難
認
ニ
付
、
本
場
ハ
勝
山
宗
三
郎
ヘ
払

下
候
方
至
当
ト
存
候
。

ま
ず
、
青
木
・
野
口
お
よ
び
町
田
・
原
の
分
は
返
納
期
限
が
長
す
ぎ
る
と
し
、
か

つ
青
木
・
野
口
の
分
は
「
年
賦
上
納
ノ
差
支
ナ
キ
ト
云
フ
ニ
止
マ
リ
」、
町
田
・

原
の
分
は
「
是
迄
屑
糸
売
捌
ノ
�
ヲ
取
扱
ヒ
シ
ヲ
以
テ
、
更
ニ
一
個
ノ
会
社
ヲ
組

立
而
シ
テ
之
レ
ヲ
引
受
タ
シ
ト
云
フ
ニ
過
」
ぎ
な
い
と
し
て
退
け
る
（
１６
）
。
新
井
・
松

本
ら
お
よ
び
勝
山
ら
に
つ
い
て
は
一
括
し
て
「
従
来
ノ
生
糸
商
ニ
シ
テ
其
販
路
モ

広
ク
、
加
ル
ニ
屑
糸
紡
績
ノ
業
ヲ
盛
ナ
ラ
シ
メ
ン
�
ヲ
尽
力
シ
、
常
ニ
該
所
ニ
出

入
、
工
業
ノ
順
序
ヨ
リ
仕
入
ノ
得
失
等
ヲ
モ
略
了
得
イ
タ
シ
居
」
と
し
て
い
る
が
、

こ
の
評
価
は
勝
山
ら
に
対
し
て
は
適
切
で
も
、
特
に
後
半
部
分
は
新
井
・
松
本
ら

に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
新
町
紡
績
所
に
日
常
的
に
出
入
り
し
た
実

績
が
新
井
・
松
本
ら
の
請
願
書
や
上
申
書
に
書
か
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
も

か
く
農
商
務
省
は
、
出
願
期
限
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
願
書
の
み
に
よ
っ
て
判
断
す

れ
ば
勝
山
ら
の
方
が
返
納
方
法
の
条
件
が
良
い
こ
と
か
ら
、
勝
山
ら
へ
の
払
下
げ

が
適
当
と
判
断
す
る
。
し
か
し
前
述
の
通
り
、
太
政
官
は
八
月
三
十
日
に
な
っ
て
、

「
上
申
ノ
趣
、
払
下
代
価
不
相
当
ト
看
認
候
条
、
建
物
機
械
等
現
今
ノ
価
格
詳
細

調
査
ノ
上
、
払
下
約
定
按
取
調
更
ニ
伺
出
ヅ
ベ
シ
」
と
い
う
決
定
を
下
す
の
で
あ

る
。「

上
州
新
町
屑
糸
紡
績
所
払
下
ノ
件
」
一
件
書
類
は
以
上
で
終
わ
る
が
、
そ
の

後
の
経
過
は
明
治
二
十
年
、
三
越
得
右
衛
門
へ
の
払
下
げ
に
あ
た
っ
て
農
商
務
省

が
閣
議
に
提
出
し
た
文
書
中
の
「
新
町
紡
績
所
払
下
沿
革
該
梗
（
１７
）
」
か
ら
窺
え
る
。

太
政
官
の
指
令
を
受
け
て
、
農
商
務
省
工
務
局
長
は
ま
ず
勝
山
に
条
件
引
上
げ
を

求
め
た
が
勝
山
は
応
じ
ず
、
次
に
新
井
・
松
本
グ
ル
ー
プ
の
代
表
と
し
て
呼
ば
れ

た
宮
崎
有
敬
は
こ
れ
に
応
じ
て
、
払
下
代
価
十
五
万
円
の
内
一
万
五
千
円
を
即
納

し
、
残
金
を
十
二
ヶ
年
賦
で
上
納
す
る
と
申
し
出
た
。
そ
の
た
め
彼
ら
に
払
下
げ

る
方
向
で
進
行
し
た
が
、
群
馬
県
内
の
金
融
逼
迫
の
た
め
困
難
に
な
り
、
明
治
十

六
年
一
月
十
二
日
に
猶
予
を
申
し
出
る
に
至
っ
た
。
工
部
省
所
管
深
川
セ
メ
ン
ト

製
造
所
の
例
に
倣
っ
て
貸
下
げ
て
ほ
し
い
と
の
願
書
も
出
さ
れ
た
が
（
１８
）
、
こ
れ
は
農

商
務
省
の
レ
ベ
ル
で
却
下
さ
れ
、
新
井
・
松
本
・
宮
崎
ら
の
払
下
願
書
は
同
年
八

月
三
十
一
日
に
取
り
下
げ
ら
れ
て
、
こ
の
件
は
立
ち
消
え
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

（
四
）
二
つ
の
疑
問

以
上
の
過
程
を
見
渡
す
と
、
二
つ
の
大
き
な
疑
問
が
生
じ
る
。
第
一
に
、
同
じ

く
地
元
群
馬
県
か
ら
の
出
願
者
で
あ
る
勝
山
ら
と
新
井
・
松
本
ら
は
な
ぜ
協
力
せ

ず
に
争
う
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
特
に
新
井
・
松
本
ら
は
、
勝
山
ら
が
後
か
ら

出
願
し
た
事
実
と
そ
の
条
件
を
知
り
、
そ
れ
よ
り
も
わ
ず
か
に
良
い
条
件
で
追
願

し
た
よ
う
に
見
え
る
。

第
二
に
、
農
商
務
省
が
勝
山
ら
を
選
び
、
太
政
官
が
再
伺
い
を
命
じ
る
形
で
実

質
的
に
払
下
げ
を
頓
挫
さ
せ
る
と
い
う
一
連
の
過
程
の
背
景
で
あ
る
。
決
裁
さ
れ

た
指
令
の
前
提
と
な
っ
た
、
会
計
部
主
管
参
議
に
よ
る
意
見
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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別
紙
農
商
務
省
上
申
上
州
新
町
屑
糸
紡
績
所
払
下
ノ
儀
ヲ
按
ズ
ル
ニ
、
払
下

ヲ
請
願
ス
ル
者
四
、
五
口
有
之
、
其
払
受
ケ
ン
ト
ス
ル
代
価
拾
五
万
円
ヨ
リ

拾
九
万
円
ノ
間
ニ
在
リ
、
該
省
ノ
見
込
モ
此
額
ヲ
以
テ
相
当
ト
セ
リ
。
然
ル

ニ
該
省
原
価
ノ
見
積
タ
ル
一
昨
十
二
年
ニ
成
リ
タ
ル
者
ノ
由
ニ
テ
、
且
ツ
紡

績
ノ
機
械
ハ
悉
ク
外
国
ノ
製
品
ニ
係
ル
ニ
、
其
見
積
算
漫
然
ト
シ
テ
銀
紙
ノ

差
額
ヲ
見
ル
所
ナ
キ
等
、
要
ス
ル
ニ
原
価
ノ
計
算
方
其
当
ヲ
得
ズ
、
況
ヤ
該

場
ノ
払
下
ヲ
請
願
ス
ル
者
尚
ホ
追
々
輩
出
ス
ル
趣
ナ
レ
バ
、
払
下
価
格
ヲ
シ

テ
若
干
大
ナ
ラ
シ
メ
然
ル
ベ
シ
。

つ
ま
り
、
勝
山
ら
へ
の
払
下
命
令
書
案
に
付
属
し
て
い
た
農
商
務
省
に
よ
る
評
価

額
見
積
（
現
在
価
格
十
五
万
円
、
内
興
業
費
十
四
万
円
、
営
業
費
一
万
円
と
し
て

い
る
）
を
批
判
し
、
今
後
さ
ら
に
払
受
希
望
者
も
出
る
だ
ろ
う
か
ら
、
よ
り
高
い

価
格
で
払
い
下
げ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
だ
。
鈴
木
淳
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

「
銀
紙
ノ
差
額
」
つ
ま
り
新
町
紡
績
所
開
設
時
に
外
国
か
ら
機
械
を
輸
入
し
て
以

来
の
紙
幣
価
値
の
下
落
は
無
視
し
え
な
い
も
の
で
（
１９
）
、
そ
の
点
で
は
太
政
官
の
批
判

は
正
当
で
あ
る
が
、「
該
場
ノ
払
下
ヲ
請
願
ス
ル
者
尚
ホ
追
々
輩
出
ス
ル
風
ナ
レ

バ
」
と
い
う
判
断
は
楽
観
的
に
過
ぎ
る
し
、
期
限
を
設
け
て
請
願
者
を
募
る
「
工

場
払
下
概
則
」
の
趣
旨
に
反
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

小
林
氏
は
、『
日
本
の
工
業
化
と
官
業
払
下
げ
』
で
示
さ
れ
た
官
業
払
下
げ
の

第
一
段
階＝

「
国
庫
資
金
の
回
収
が
目
的
」、
第
二
段
階＝

「「
事
業
の
継
続
可
能

者
」
へ
の
指
名
」
と
い
う
整
理
（
２０
）
の
中
に
上
記
の
顛
末
を
位
置
付
け
て
、「
農
商
務

省
が
勝
山
宗
三
郎
を
最
適
な
払
受
人
物
で
あ
る
と
考
え
た
の
は
、
勝
山
の
グ
ル
ー

プ
が
生
糸
商
で
あ
り
、
新
町
に
常
時
出
入
り
し
て
い
る
と
い
う
経
験
者
と
し
て
の

能
力
を
も
み
た
」

（
２１
）
、
つ
ま
り
第
二
段
階
的
な
視
座
に
立
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
会

計
部
主
管
参
議
は
第
一
段
階
的
な
発
想
で
「
よ
り
高
く
売
り
つ
け
る
」
こ
と
が
可

能
と
判
断
し
、
払
下
げ
を
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
が
政
府
の
方
針
と
な
っ
た
と

す
る
（
２２
）
。
し
か
し
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
新
町
紡
績
所
は
資
金
難
に
陥
り
、
太
政
官

に
営
業
資
金
の
貸
与
を
求
め
る
伺
い
を
提
出
し
て
い
て
、
払
下
げ
の
再
伺
指
令
決

裁
後
、
十
月
十
五
日
に
聞
届
け
ら
れ
る
（
２３
）
。
国
庫
資
金
の
回
収
を
目
的
と
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
直
ち
に
払
下
げ
た
方
が
明
ら
か
に
合
理
的
で
あ
る
。
太
政
官
が
農
商
務

省
の
判
断
を
否
定
す
る
理
由
が
他
に
も
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
が

ぬ
ぐ
え
な
い
。

次
節
で
は
、
先
行
研
究
に
学
び
な
が
ら
第
一
の
疑
問
、
す
な
わ
ち
勝
山
ら
と
新

井
・
松
本
ら
の
関
係
性
に
つ
い
て
論
じ
、
そ
の
上
で
第
二
の
疑
問
、
す
な
わ
ち
農

商
務
省
の
レ
ベ
ル
で
は
勝
山
に
内
定
し
な
が
ら
再
伺
い
命
令
に
転
じ
た
政
府
の
意

図
に
つ
い
て
推
測
を
行
う
。

第
二
節

群
馬
県
内
対
立
と
政
府

（
一
）
上
毛
繭
糸
改
良
会
社
と
上
毛
物
産
会
社

勝
山
、
新
井
、
松
本
ら
に
つ
い
て
は
、
新
町
紡
績
所
払
下
問
題
に
関
連
付
け
た

指
摘
こ
そ
な
い
も
の
の
、
か
な
り
詳
細
に
研
究
さ
れ
て
い
る
。
管
見
の
限
り
最
も

早
く
か
つ
ま
と
ま
っ
た
研
究
は
、『
横
浜
市
史
』
に
お
け
る
海
野
福
寿
氏
の
執
筆

範
囲
で
あ
る
。
そ
の
他
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
や
史
料
に
よ
っ
て
補
い
つ
つ
、
彼

ら
の
人
物
像
お
よ
び
関
係
性
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
よ
う
。
以
下
、『
横
浜
市
史

第
三
巻
上
（
２４
）
』
に
よ
る
記
述
は
本
文
に
頁
数
の
み
記
し
、
そ
の
他
の
文
献
に
よ
る
記

述
に
は
註
を
つ
け
る
。

勝
山
宗
三
郎
は
、
前
橋
の
糸
商
人
で
あ
り
、
群
馬
県
内
の
生
糸
を
ま
と
め
て
横

浜
の
生
糸
売
込
商
に
販
売
す
る
大
仲
買
人
で
あ
る
（
四
九
九
頁
）。
明
治
二
年
、

前
橋
藩
が
横
浜
に
藩
営
生
糸
売
込
問
屋
敷
島
屋
庄
三
郎
店
を
設
立
す
る
際
に
は
、
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藩
士
で
あ
る
速
水
堅
曹
、
鈴
木
晶
作
と
共
に
実
務
に
あ
た
る
な
ど
（
２５
）
、
前
橋
藩
と
の

結
び
つ
き
が
強
く
、
廃
藩
置
県
後
も
八
年
に
勧
業
寮
か
ら
大
渡
製
糸
場
（
別
名
前

橋
製
糸
場
、
五
〇
九
頁
）
の
払
下
げ
を
受
け
た
り
、
前
述
の
通
り
富
岡
製
糸
場
と

新
町
紡
績
所
へ
の
原
料
納
入
を
担
当
し
た
り
と
（
２６
）
、
御
用
商
人
と
し
て
活
躍
し
た
。

九
年
の
第
二
次
群
馬
県
（
県
令
楫
取
素
彦
）
設
置
時
に
県
庁
が
高
崎
に
置
か
れ
る

と
、
同
じ
く
大
生
糸
商
人
で
あ
る
下
村
善
太
郎
ら
と
と
も
に
前
橋
へ
の
移
転
運
動

を
起
こ
し
て
多
額
の
寄
付
を
行
い
、
十
四
年
二
月
に
至
っ
て
実
現
さ
せ
た
経
歴
も

持
つ
（
２７
）
。

一
方
、
新
井
・
松
本
ら
の
願
書
に
登
場
し
た
人
々
の
う
ち
、
松
本
源
五
郎
・
星

野
耕
作
・
久
野
小
作
・
宮
崎
有
敬
は
、
上
毛
繭
糸
改
良
会
社
の
株
主
で
あ
る
（
２８
）
。
同

社
の
頭
取
で
あ
っ
た
星
野
長
太
郎
は
水
沼
村
の
豪
農
で
あ
り
、
明
治
七
年
に
器
械

製
糸
工
場
水
沼
製
糸
所
を
設
立
し
た
（
五
〇
八
頁
）。
九
年
、
長
太
郎
は
佐
藤
百

太
郎
に
米
国
で
の
生
糸
直
売
を
依
頼
し
、
実
弟
新
井
領
一
郎
を
随
行
さ
せ
た
（
六

九
〇
頁
）。
新
井
領
一
郎
の
養
父
が
系
作
で
あ
る
（
２９
）
。
十
年
、
長
太
郎
は
水
沼
村
内

の
四
十
戸
で
亘
瀬
組
と
い
う
製
糸
結
社
を
作
り
、
各
戸
の
製
出
す
る
座
繰
製
糸
を

再
繰
し
て
米
国
に
送
り
、
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
に
成
功
す
る
（
六
九
〇
頁
）。

同
年
、
前
橋
の
士
族
に
よ
る
座
繰
製
糸
組
合
や
亘
瀬
組
な
ど
六
組
（
後
に
七

組
）
で
構
成
さ
れ
た
組
合
「
精
糸
会
舎
」（
後
に
「
精
糸
原
舎
」
と
改
称
）
が
結

成
さ
れ
た
。
明
治
十
三
年
三
月
に
は
、
前
橋
で
「
上
毛
繭
糸
改
良
会
」
が
結
成
さ

れ
る
（
六
九
四
〜
六
九
五
頁
）。
会
員
は
、
精
糸
原
舎
に
加
盟
し
た
「
桐
華
組
」

の
代
表
者
深
沢
雄
象
を
筆
頭
に
、
勝
山
宗
三
郎
、
下
村
善
太
郎
、
松
本
源
五
郎
、

星
野
長
太
郎
、
宮
崎
有
敬
な
ど
で
、
座
繰
を
中
心
と
す
る
製
糸
結
社
の
代
表
者
と
、

前
橋
糸
商
人
を
共
に
含
ん
で
い
る
（
３０
）
。
同
会
は
、
月
一
回
集
会
を
開
い
て
種
々
改
良

の
方
法
を
協
議
す
る
と
い
う
、
協
議
会
的
な
性
格
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
（
六
九
五

頁
）。

星
野
長
太
郎
、
宮
崎
有
敬
ら
は
、
直
輸
出
生
糸
に
対
す
る
荷
為
替
取
組
の
交
渉

に
奔
走
し
、
第
三
十
三
国
立
銀
行
と
の
関
係
を
構
築
、
十
三
年
六
月
一
日
に
同
行

前
橋
支
店
の
開
設
を
見
た
（
六
九
六
頁
）。
八
月
、
伊
香
保
温
泉
に
来
て
い
た
参

議
井
上
馨
と
面
会
し
、
さ
ら
に
長
太
郎
は
上
京
し
て
井
上
と
参
議
大
隈
重
信
を
訪

ね
、
会
社
設
立
資
金
百
万
円
の
貸
与
を
求
め
る
（
３１
）
。
確
約
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

十
月
二
十
日
上
毛
繭
糸
改
良
会
の
集
会
で
「
上
毛
繭
糸
改
良
会
社
」
の
設
立
を
決

定
、
創
立
準
備
を
開
始
し
た
。
十
一
月
三
日
に
は
直
輸
出
論
者
で
大
蔵
省
御
用
掛

の
前
田
正
名
が
第
三
十
三
銀
行
支
配
人
種
田
誠
一
ら
を
伴
っ
て
来
橋
し
、
楫
取
県

令
や
星
野
長
太
郎
の
前
で
「
大
蔵
省
ヨ
リ
何
月
何
日
ヲ
期
シ
何
十
万
円
ノ
金
額
ヲ

貸
与
ス
ベ
キ
ノ
確
命
ハ
承
知
シ
来
ラ
ザ
リ
シ
モ
、
無
論
七
十
万
円
位
ハ
政
府
ヨ
リ

貸
付
相
成
ベ
ク
信
ズ
ル
ナ
リ
（
３２
）
」
等
と
発
言
す
る
。
十
一
月
八
日
、
創
立
委
員
松
本

源
五
郎
・
星
野
耕
作
・
宮
崎
有
敬
は
楫
取
県
令
宛
に
会
社
設
立
願
を
提
出
し
、
十

二
日
許
可
を
得
、
二
十
二
日
に
は
定
款
を
決
定
す
る
（
３３
）
。
株
主
に
な
る
者
は
、
各
自

の
地
券
を
第
三
十
三
国
立
銀
行
に
根
抵
当
と
し
て
預
け
入
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
株

金
を
充
当
し
た
（
六
九
七
頁
）。

こ
の
時
連
署
し
た
株
主
に
は
、
改
良
会
の
会
員
で
あ
っ
た
勝
山
宗
三
郎
や
下
村

善
太
郎
が
含
ま
れ
な
い
（
３４
）
。
前
橋
生
糸
商
人
ら
は
、
こ
の
時
改
良
会
社
と
軌
を
一
に

せ
ず
、
別
に
「
上
毛
物
産
会
社
」
を
設
立
し
た
の
で
あ
る
（
六
九
八
頁
）。
同
社

は
下
村
・
勝
山
や
、
勝
山
と
共
に
新
町
払
下
げ
を
願
っ
て
い
た
中
村
碌
郎
な
ど
を

発
起
人
と
し
て
十
四
年
三
月
に
仮
趣
意
書
が
書
か
れ
、
同
年
六
月
十
五
日
に
営
業

を
開
始
し
た
（
３５
）
。
社
長
は
勝
山
源
三
郎
だ
が
、
源
三
郎
と
宗
三
郎
は
そ
れ
ぞ
れ
勝
山

家
の
本
家
と
分
家
の
当
主
で
、
従
兄
弟
同
士
で
あ
る
（
３６
）
。
株
主
に
は
、
中
村
碌
郎
（
３７
）
を

筆
頭
に
、
同
じ
く
勝
山
宗
三
郎
と
共
に
新
町
払
下
げ
を
願
っ
た
橋
本
弥
作
（
３８
）
、
最
有

力
の
横
浜
生
糸
売
込
商
で
あ
る
茂
木
惣
兵
衛
・
原
善
三
郎
（
五
八
七
頁
）、
さ
ら

に
中
村
道
太
・
早
矢
仕
有
的
と
い
う
福
沢
諭
吉
・
丸
善
関
係
の
人
物
が
含
ま
れ
る
。
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中
村
道
太
は
、
取
引
銀
行
と
し
て
唯
一
挙
げ
ら
れ
て
い
る
第
八
国
立
銀
行
（
３９
）
の
創
立

に
尽
力
し
た
人
物
で
、
こ
の
時
期
に
は
横
浜
正
金
銀
行
の
頭
取
を
務
め
て
い
る

（
十
三
年
二
月
〜
十
五
年
七
月
（
４０
）
）。
上
毛
物
産
会
社
の
業
務
は
荷
為
替
取
組
・
貸

付
・
割
引
等
の
銀
行
業
務
、
お
よ
び
直
輸
出
、
生
糸
等
の
受
託
販
売
等
で
あ
り
、

順
調
に
発
展
し
た
（
五
〇
一
〜
五
〇
三
頁
）。
豊
か
な
資
力
が
背
景
に
あ
ろ
う
。

一
方
、
上
毛
繭
糸
改
良
会
社
は
、
製
糸
・
養
蚕
に
対
す
る
事
業
資
金
貸
付
を
行

い
つ
つ
（
七
〇
〇
頁
）、
直
輸
出
商
社
同
伸
会
社
（
４１
）
の
手
を
経
て
直
輸
出
を
展
開
し

た
が
（
４２
）
、
設
立
後
間
も
な
く
資
金
難
に
陥
っ
た
。
十
四
年
に
入
る
と
、
前
田
正
名
は

出
張
で
不
在
と
な
り
、「
政
府
ハ
直
輸
出
荷
為
替
等
ニ
対
シ
格
別
奨
励
ノ
御
趣
意

ニ
之
レ
無
キ
様
ニ
申
聞
ラ
レ
、
前
年
御
内
諾
ノ
資
金
七
拾
万
円
貸
下
ノ
一
事
ハ
全

ク
消
滅
」
し
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
状
況
下
、
社
員
ら
は
「
横
浜
生
糸
仲
買
商
ハ

前
橋
ニ
上
毛
物
産
会
社
ヲ
設
立
シ
、
専
ラ
横
浜
売
ノ
荷
物
ニ
向
テ
内
地
荷
為
替
ニ

貸
付
ヲ
ナ
シ
、
其
原
質
ハ
正
金
銀
行
ニ
在
リ
」
と
い
う
情
報
を
聞
い
て
騒
然
と
す

る
。

専
ラ
改
良
ヲ
旨
ト
シ
海
外
直
輸
ヲ
謀
ル
ニ
於
テ
ハ
、
資
金
換
流
モ
自
ラ
遅
緩

ニ
属
ス
レ
バ
、
尋
常
横
浜
売
ノ
輩
ヨ
リ
モ
特
別
ノ
保
護
コ
ソ
ア
ル
ベ
キ
ニ
、

却
テ
之
レ
ニ
反
シ
浜
売
ニ
保
護
ヲ
与
ヘ
ラ
ル
ヽ
ト
キ
ハ
、
世
ノ
生
産
者
ハ
浜

売
ノ
捷
経
ニ
シ
テ
己
レ
ニ
便
ナ
ル
ヲ
悦
ブ
ベ
ク
、
果
シ
テ
然
ラ
バ
何
ヲ
苦
ン

デ
カ
改
良
直
輸
ノ
迂
路
ヲ
守
ル
者
ア
ラ
ン
ヤ
、
仮
令
正
金
銀
行
ハ
浜
売
・
仲

買
等
ニ
私
ス
ル
所
ア
ラ
ン
ト
ス
ル
モ
、
政
府
ハ
断
然
之
ヲ
停
止
シ
テ
可
ナ
リ
、

否
ラ
ザ
レ
バ
海
外
直
輸
者
ニ
向
テ
何
ゾ
資
金
ヲ
貸
与
セ
ザ
ル
、
況
ン
ヤ
改
良

会
社
ノ
如
キ
ハ
政
府
ヨ
リ
資
金
貸
下
ゲ
ノ
許
諾
ア
リ
シ
ヲ
以
テ
開
設
シ
タ
ル

モ
ノ
ナ
ル
オ
ヤ

以
上
の
よ
う
な
意
見
が
噴
出
す
る
（
４３
）
。
上
毛
物
産
会
社
へ
の
敵
意
、
得
ら
れ
る
は
ず

だ
っ
た
政
府
の
保
護
が
得
ら
れ
な
い
不
満
が
明
瞭
に
表
れ
て
い
る
。
株
主
ら
は
会

社
が
倒
産
す
れ
ば
農
地
を
失
う
の
だ
か
ら
当
然
で
あ
る
。
そ
こ
で
代
表
者
は
た
び

た
び
大
隈
・
佐
野
常
民
・
前
田
ら
と
談
判
し
て
正
金
銀
行
か
ら
の
新
規
貸
付
や
返

済
猶
予
の
措
置
を
得
、
か
ろ
う
じ
て
営
業
を
継
続
し
た
（
４４
）
。

（
二
）
明
治
十
三
年
後
半
か
ら
十
四
年
前
半
の
対
立
激
化

さ
て
、
勝
山
ら
と
星
野
・
宮
崎
・
松
本
ら
（
以
下
「
星
野
ら
」
と
書
く
）
の
対

立
は
、
先
行
研
究
で
は
旧
来
流
通
を
支
配
し
て
き
た
大
仲
買
人
と
、
商
人
か
ら

徐
々
に
自
立
し
て
組
合
を
組
織
し
、
さ
ら
に
政
府
の
奨
励
に
反
応
し
て
直
輸
出
を

目
指
す
生
産
者
の
対
立
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
（
４５
）
。
筆
者
も
こ
の
見
方
に
異
存
は
な

い
。
た
だ
、
以
上
の
記
述
か
ら
も
明
ら
か
な
通
り
、
両
者
は
常
に
対
立
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。
上
毛
繭
糸
改
良
会
や
同
伸
会
社
で
は
協
力
し
て
い
た
し
、
星

野
・
勝
山
両
家
は
親
戚
で
あ
っ
て
（
４６
）
、
明
治
十
年
頃
か
ら
座
繰
改
良
に
関
す
る
情
報

共
有
が
あ
っ
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
４７
）
。
そ
こ
で
、
明
治
十
三
年
後
半
か
ら

十
四
年
前
半
と
い
う
時
期
に
対
立
が
深
ま
る
要
因
を
改
め
て
考
察
し
た
い
。

第
一
の
要
因
は
、
星
野
ら
が
上
毛
繭
糸
改
良
会
を
会
社
組
織
に
改
組
し
、
大
々

的
に
荷
為
替
取
組
を
始
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同
伸
会
社
の
浜
売
り＝

居
留
地
貿

易
依
存
度
は
決
し
て
低
く
な
く
、
そ
の
場
合
同
伸
会
社
は
横
浜
生
糸
売
込
商
と
同

じ
立
場
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
（
４８
）
、
勝
山
が
同
伸
会
社
と
手
を
組
む
の

は
、
自
身
の
本
業
で
あ
る
国
内
流
通
と
競
合
し
な
い
売
込
問
屋
類
似
の
業
態
と
捉

え
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
上
毛
繭
糸
改
良
会
社
は
直
接
同
伸
会
社
に

販
売
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
勝
山
ら
仲
買
人
の
頭
を
飛
び
越
え
る
こ
と
を
明
確
に

意
図
し
て
い
る
。
勝
山
は
生
糸
改
良
に
熱
心
で
あ
り
（
４９
）
、
外
国
人
で
は
な
く
日
本
人

の
手
で
貿
易
を
行
う
と
い
う
直
輸
出
の
理
念
に
賛
同
し
て
い
た
（
５０
）
か
ら
、
そ
の
点
で
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は
星
野
ら
と
手
を
組
め
た
し
、
彼
ら
が
試
験
的
に
米
国
に
生
糸
を
直
送
す
る
程
度

な
ら
容
認
で
き
た
だ
ろ
う
が
、
星
野
ら
が
会
社
を
組
織
し
て
群
馬
県
内
生
産
者
か

ら
横
浜
へ
の
生
糸
流
通
を
取
り
仕
切
ろ
う
と
す
る
と
、
袂
を
分
か
っ
た
の
だ
と
考

え
る
。

第
二
に
、
開
か
れ
た
ば
か
り
の
県
会
を
宮
崎
有
敬
（
５１
）
や
星
野
長
太
郎
・
耕
作
が
主

導
し
、
彼
ら
の
利
益
を
増
進
す
べ
く
攻
勢
を
強
め
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
た
い
。
明

治
十
二
年
五
月
に
初
め
て
県
会
が
開
か
れ
た
と
き
、
議
長
は
宮
崎
有
敬
、
副
議
長

は
星
野
長
太
郎
で
あ
っ
た
。
翌
十
三
年
五
月
の
県
会
で
は
、
議
長
は
そ
の
ま
ま
、

副
議
長
は
星
野
耕
作
（
５２
）
に
交
代
し
て
い
る
。
橋
本
弥
作
や
勝
山
源
三
郎
も
こ
の
時
県

会
議
員
で
あ
る
。
こ
の
状
況
は
十
四
年
三
月
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
も
変
わ
ら
な

い
（
５３
）
。十

三
年
五
月
の
県
会
で
大
き
な
議
題
に
な
っ
て
い
た
の
は
、
営
業
雑
種
税
規
則

改
正
増
加
案
で
あ
っ
た
。
そ
の
第
十
三
条
「
製
造
人
職
工
ト
雖
モ
製
品
ヲ
販
売
ス

ル
ト
キ
ハ
商
業
ヲ
兼
ス
ル
モ
ノ
ニ
付
、
卸
小
売
ノ
区
別
ニ
依
リ
売
品
代
金
ヲ
計
リ

其
税
ヲ
課
ス
ベ
シ
」
に
対
し
、
星
野
耕
作
は
「
但
自
家
養
成
ノ
原
品
ヲ
以
テ
製
作

販
売
ス
ル
モ
ノ
ハ
総
テ
課
税
セ
ズ
。
尤
モ
開
店
シ
テ
販
売
ス
ル
モ
ノ
ハ
本
条
ニ
依

テ
課
税
ス
ベ
シ
」
と
い
う
但
書
を
加
え
る
こ
と
を
提
案
し
、
大
多
数
の
賛
成
を
得

て
可
決
し
た
（
５４
）
。
自
家
製
の
繭
に
よ
っ
て
製
糸
す
る
生
産
者
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
免

税
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

星
野
耕
作
ら
は
さ
ら
に
、「
地
方
税
中
営
業
税
雑
種
税
ノ
制
限
ヲ
解
ノ
建
議
」

を
行
い
、
議
長
宮
崎
有
敬
の
名
で
内
務
卿
松
方
正
義
に
提
出
し
た
（
５５
）
。
明
治
十
一
年

十
二
月
二
十
日
、
太
政
官
布
告
第
三
十
九
号
が
以
下
営
業
税
を
最
大
十
五
円
と
定

め
て
い
た
こ
と
に
対
す
る
も
の
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

我
群
馬
県
ノ
如
キ
他
ニ
異
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
、
其
異
ナ
ル
所
以
タ
ル
ヤ
多
ク
ハ

繭
糸
絹
織
物
等
ノ
売
買
営
業
者
十
ノ
八
九
ニ
居
リ
、
譬
ハ
五
十
万
円
ノ
資
力

ヲ
有
シ
商
売
ヲ
ナ
ス
モ
極
度
則
十
五
円
ヲ
収
税
シ
、
又
僅
ニ
四
五
百
円
ノ
金

円
ヲ
以
商
売
ヲ
ナ
ス
者
モ
一
ヶ
年
ノ
売
買
高
ヲ
通
算
ス
レ
バ
極
度
ノ
税
ヲ
納

メ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
。

群
馬
県
で
は
他
県
と
異
な
っ
て
繭
糸
絹
織
物
の
売
買
業
者
が
多
く
、
中
に
は
非
常

に
富
裕
な
者
も
い
る
が
、
彼
ら
が
制
限
の
た
め
に
わ
ず
か
な
税
し
か
支
払
っ
て
い

な
い
と
し
て
反
発
し
て
い
る
。

星
野
耕
作
ら
は
、
十
四
年
三
月
に
も
同
趣
旨
の
建
議
を
繰
り
返
し
た
。
こ
の
時

は
さ
ら
に
、
県
令
に
対
し
「
生
糸
改
手
数
料
処
分
之
儀
ニ
付
建
議
」
を
提
出
す
る
（
５６
）
。

『
群
馬
県
史
』
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
勝
山
源
三
郎
・
下
村
善
太
郎
・
勝
山
宗

三
郎
な
ど
を
社
員
と
す
る
「
生
産
会
社
」
が
、
生
糸
改
め
を
行
う
特
権
を
利
用
し

て
手
数
料
を
得
て
い
る
こ
と
に
反
発
し
、
廃
止
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
（
５７
）
。
明
治
六

年
、
政
府
は
粗
製
濫
造
対
策
と
し
て
生
糸
取
締
規
則
を
公
布
し
、
全
国
の
生
糸
改

良
会
社
が
生
糸
を
一
堤
毎
に
検
査
し
て
手
数
料
と
し
て
原
価
の
千
分
の
三
を
得
て

い
た
が
、
製
糸
業
の
進
歩
に
よ
り
明
治
十
年
に
規
則
は
廃
止
さ
れ
、
た
だ
糸
の
結

紙
に
製
造
人
の
印
を
捺
せ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、「
我
群
馬
県
ニ
於

テ
ハ
、
尚
奨
励
保
護
ノ
主
義
ニ
拠
リ
更
ニ
生
産
会
社
エ
生
糸
ノ
検
査
ヲ
命
ジ
、
乃

チ
改
所
ヲ
置
キ
生
糸
百
斤
ニ
付
金
壱
円
五
拾
銭
ノ
手
数
料
ヲ
収
入
セ
シ
モ
、
明
治

十
二
年
ニ
至
リ
内
国
用
生
糸
ハ
百
斤
ニ
付
金
七
拾
五
銭
ヲ
収
入
シ
、
爾
来
今
日
ニ

至
ル
迄
依
然
此
方
法
ヲ
施
行
」
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
５８
）
。

ち
な
み
に
、
建
議
中
に
「
生
産
会
社
エ
生
糸
ノ
検
査
ヲ
命
ジ
、
乃
チ
改
所
ヲ
置

キ
」
と
あ
る
が
、『
群
馬
県
史
』
は
生
産
会
社
と
生
糸
改
所
を
同
一
と
見
て
い
る
（
５９
）
。

そ
れ
を
裏
付
け
る
の
が
明
治
十
二
年
五
月
十
七
日
の
『
朝
野
新
聞
』
記
事
で
、
前

橋
本
町
に
あ
る
「
生
糸
改
会
所
」
に
つ
い
て
、
前
年
に
社
長
勝
山
源
三
郎
な
ど
の
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出
資
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
群
馬
県
第
一
の
建
物
で
、
巡
幸
時
の
行
在
所
に
も
選

ば
れ
、
私
立
で
あ
る
が
手
数
料
を
取
っ
て
生
糸
の
検
査
を
行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
６０
）
。
実
は
、
明
治
十
三
年
三
月
結
成
の
上
毛
繭
糸
改
良
会
は
生

糸
改
会
所
内
で
集
会
や
生
糸
検
査
を
行
っ
て
い
た
の
だ
が
（
６１
）
、
十
一
月
に
決
定
し
た

上
毛
繭
糸
改
良
会
社
定
款
に
よ
れ
ば
、
同
社
は
別
の
場
所
に
本
社
を
構
え
、
検
査

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
６２
）
。
こ
の
点
は
先
行
研
究
が
指
摘
し
て
い
な
い
が
、

上
毛
繭
糸
改
良
会
は
勝
山
ら
が
主
導
す
る
生
糸
検
査
に
星
野
ら
を
取
り
込
む
試
み

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
星
野
ら
は
あ
く
ま
で
も
自
ら
が
主
導
す
る
検
査
を
打
ち
立

て
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
両
者
の
決
別
の
一
因
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と

も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

（
三
）
新
町
紡
績
所
に
関
す
る
思
惑

さ
て
、
以
上
を
踏
ま
え
て
、
星
野
ら
お
よ
び
勝
山
ら
が
な
ぜ
新
町
紡
績
所
を
め

ぐ
っ
て
争
っ
た
の
か
、
政
府
が
や
や
不
可
解
な
判
断
を
行
っ
た
の
は
な
ぜ
か
、
で

き
る
限
り
推
測
を
加
え
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
両
者
が
同
所
の
払
受
け
を
目
指
す
理
由
は
、
そ
れ
ぞ
れ
十
分
に
存
在
す

る
。
勝
山
宗
三
郎
は
元
々
同
所
の
原
料
調
達
と
製
品
販
売
を
担
当
し
、
製
造
に
も

一
部
か
か
わ
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
別
の
民
間
人
の
手
に
渡
っ
て
関
わ
り
が
絶
た

れ
る
よ
り
は
、
自
ら
経
営
を
引
受
け
て
事
業
を
継
続
し
よ
う
と
考
え
る
の
は
自
然

で
あ
る
。
星
野
ら
に
つ
い
て
も
、
製
糸
の
過
程
で
日
々
副
産
物
と
し
て
出
る
屑
糸

類
を
有
効
に
使
っ
て
事
業
を
展
開
し
た
い
と
い
う
意
図
は
理
解
で
き
る
。
加
え
て

星
野
ら
の
場
合
、
新
町
紡
績
所
を
払
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
府
の
保
護
が
自

ら
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
上
毛
繭
糸
改
良
会
社
の
社
員
た
ち
に
確
信
さ
せ
る
狙
い

が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

明
治
十
三
年
九
月
に
行
わ
れ
た
と
い
う
出
願
に
つ
い
て
は
史
料
が
得
ら
れ
な
い

の
で
、
こ
の
時
星
野
ら
と
勝
山
ら
が
協
力
し
て
い
た
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
る
が
、

時
期
か
ら
考
え
る
と
井
上
馨
の
来
橋
時
か
、
そ
の
後
星
野
長
太
郎
が
井
上
馨
や
大

隈
重
信
に
会
社
設
立
資
金
貸
与
を
求
め
る
た
め
上
京
し
た
時
に
話
が
出
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
勝
山
ら
と
袂
を
分
か
っ
た
星
野
ら
が
政
府
の
保
護
を
確
信
し
つ

つ
上
毛
繭
糸
改
良
会
社
を
設
立
す
る
と
、
直
後
に
払
下
げ
広
告
が
出
た
の
で
、
新

井
系
作
・
松
本
源
五
郎
の
名
義
で
即
座
に
改
め
て
出
願
し
た
。
準
備
が
あ
っ
た
と

は
言
え
事
前
に
広
告
日
を
知
ら
な
け
れ
ば
当
日
の
出
願
は
困
難
で
あ
ろ
う
か
ら
、

何
ら
か
の
ル
ー
ト
で
事
前
に
情
報
を
得
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

そ
の
後
勝
山
ら
が
出
願
す
る
。
新
井
・
松
本
の
最
初
の
出
願
よ
り
も
わ
ず
か
に

好
条
件
を
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
井
・
松
本
の
出
願
内
容
を
知
っ
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
そ
の
後
新
井
・
松
本
・
星
野
耕
作
ら
が
再
出
願
す
る
が
、

こ
こ
で
は
勝
山
ら
よ
り
も
さ
ら
に
少
し
だ
け
良
い
条
件
を
提
示
し
、
文
面
も
説
得

力
と
熱
意
を
増
し
て
お
り
、
勝
山
ら
の
出
願
と
内
容
を
知
っ
て
行
っ
て
い
る
と
見

て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
勝
山
ら
の
追
願
は
実
務
経
験
者
で
あ
る
こ

と
を
印
象
付
け
つ
つ
も
条
件
の
変
更
は
な
く
、
ど
う
し
て
も
星
野
ら
に
勝
と
う
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。

以
上
の
願
書
が
出
揃
っ
て
か
ら
四
ヶ
月
後
の
六
月
十
三
日
、
こ
の
間
に
新
設
さ

れ
た
農
商
務
省
は
勝
山
を
選
ぶ
。
小
林
正
彬
氏
が
指
摘
さ
れ
る
通
り
、「
工
場
払

下
概
則
」
は
資
力
の
あ
る
者
に
払
下
げ
て
国
庫
資
金
を
回
収
す
る
意
図
を
述
べ
た

も
の
で
あ
っ
た
の
で
（
６３
）
、
農
商
務
省
も
ま
ず
は
金
額
・
年
賦
条
件
を
重
視
す
る
。
さ

ら
に
「
概
則
」
で
は
予
定
の
期
限
を
設
定
し
て
払
受
請
願
人
を
募
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
期
限
後
の
新
井
・
松
本
・
星
野
ら
の
追
願
は
考
慮
し
な

い
と
し
て
い
る
。
た
だ
、「
該
業
ヲ
将
来
ニ
拡
張
セ
ン
�
ヲ
託
ス
ヘ
キ
ニ
足
」
る

か
ど
う
か
と
い
う
「
概
則
」
に
は
な
か
っ
た
観
点
も
導
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
観

点
か
ら
勝
山
ら
を
最
上
位
に
位
置
付
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
あ
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え
て
そ
う
は
書
か
な
い
の
だ
か
ら
、
農
商
務
省
は
文
面
通
り
勝
山
ら
と
新
井
・
松

本
ら
を
ほ
ぼ
同
等
と
判
断
し
て
お
り
、
期
限
前
に
提
出
さ
れ
た
願
書
に
お
け
る
わ

ず
か
な
条
件
の
差
で
勝
山
に
決
し
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
新
町
紡
績
所
を
所
轄

す
る
工
務
局
長
の
河
瀬
秀
治
は
、
前
田
正
名
と
並
ぶ
直
輸
出
論
者
と
さ
れ
（
６４
）
、
明
治

二
十
一
年
に
は
上
毛
繭
糸
改
良
会
社
の
社
長
に
推
さ
れ
た
り
し
て
い
る
が
（
６５
）
、
前
述

の
通
り
勝
山
も
直
輸
出
へ
の
賛
同
者
と
し
て
ふ
る
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の

時
の
河
瀬
は
「
概
則
」
に
則
り
中
立
的
な
立
場
で
判
断
し
た
の
だ
ろ
う
。

創
立
間
も
な
い
農
商
務
省
は
参
議
大
隈
重
信
の
掌
握
下
に
あ
り
、
卿
の
河
野
敏

鎌
は
大
隈
に
極
め
て
近
い
と
さ
れ
る
（
６６
）
。
河
瀬
も
「
明
治
十
四
年
の
政
変
」
で
辞
任

し
て
お
り
（
６７
）
、
大
隈
系
官
僚
と
目
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
前
田
正
名
が
農

商
務
省
に
入
る
の
は
政
変
後
の
こ
と
で
あ
る
（
６８
）
。

十
四
年
七
月
三
十
日
か
ら
十
月
十
一
日
に
か
け
て
東
北
・
北
海
道
巡
幸
が
行
わ

れ
、
参
議
で
は
大
隈
重
信
・
大
木
喬
任
・
黒
田
清
隆
が
供
奉
し
た
（
６９
）
。
周
知
の
如
く
、

こ
の
間
に
開
拓
使
官
有
物
払
下
げ
事
件
が
盛
り
上
が
り
、
帰
京
す
る
と
大
隈
は
下

野
す
る
。
七
月
末
、『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』『
郵
便
報
知
新
聞
』
が
開
拓
使
官
有

物
払
下
げ
に
関
し
て
の
糾
弾
を
始
め
た
（
７０
）
。
八
月
二
十
一
日
に
は
供
奉
中
の
黒
田
清

隆
が
東
京
に
い
る
参
議
寺
島
宗
則
へ
書
簡
を
送
り
、「
然
る
処
大
印
〔
大
隈
―
渡

辺
氏
註
〕〔
十
四
年
三
月
に
急
進
的
な
憲
法
意
見
を
―
谷
川
註
〕
建
白
せ
し
後
は
、

弥
隠
然
三
菱
社
後
盾
と
し
、
福
沢
を
顧
問
と
し
、
後
藤
、
板
垣
、
副
島
へ
も
内
通

し
、
或
は
民
権
不
平
家
を
腹
中
に
入
れ
」
云
々
と
述
べ
る
ほ
ど
、
大
隈
へ
の
疑
惑

が
高
ま
っ
て
い
た
（
７１
）
。

新
町
紡
績
所
の
払
下
げ
に
関
す
る
政
府
決
定
の
原
案
を
太
政
官
会
計
部
が
作
成

し
た
八
月
二
十
三
日
の
時
点
で
、
政
府
中
枢
は
以
上
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
。

会
計
部
を
担
当
す
る
参
議
は
大
隈
重
信
・
寺
島
宗
則
・
伊
藤
博
文
（
７２
）
と
さ
れ
て
い
る

が
、
東
京
に
残
る
寺
島
も
伊
藤
も
、
大
隈
と
共
謀
関
係
に
あ
る
と
噂
さ
れ
て
い
る

福
沢
系
の
人
脈
と
関
わ
り
が
深
い
上
毛
物
産
会
社
の
関
係
者
（
勝
山
お
よ
び
中
村

碌
郎
・
橋
本
弥
作
）
に
、
農
商
務
省
の
判
断
通
り
払
下
げ
を
行
う
こ
と
は
避
け
た

か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
勝
山
ら
に
払
下
げ
れ
ば
星
野
ら
は
そ
れ
を
「
も

は
や
上
毛
繭
糸
改
良
会
社
に
政
府
の
保
護
は
な
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て

受
け
取
る
可
能
性
が
高
く
、
そ
の
よ
う
な
事
態
は
避
け
た
か
っ
た
と
い
う
も
の
だ
。

前
述
の
通
り
改
良
会
社
の
社
員
ら
は
、
横
浜
正
金
銀
行
が
上
毛
物
産
会
社
に
資
金

を
融
通
し
て
い
る
と
い
う
噂
だ
け
で
激
し
く
動
揺
し
た
の
だ
か
ら
、
新
町
払
下
げ

問
題
で
負
け
れ
ば
彼
ら
の
絶
望
は
決
定
的
に
な
る
だ
ろ
う
。
政
府
も
、
前
田
が
発

言
し
た
七
十
万
円
の
貸
下
げ
な
ど
は
難
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
直
輸
出
奨
励

を
や
め
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
（
７３
）
。
上
毛
繭
糸
改
良
会
社
や
県
会
の
内
情
を
知
る
群

馬
県
令
の
楫
取
素
彦
が
伊
藤
な
ど
に
働
き
か
け
た
と
い
う
こ
と
も
、
可
能
性
と
し

て
は
考
え
ら
れ
る
。

八
月
三
十
日
、
決
裁
書
類
に
連
印
し
た
参
議
は
伊
藤
博
文
・
山
県
有
朋
・
寺
島

宗
則
の
み
で
あ
っ
た
。
星
野
ら
と
関
わ
り
が
深
か
っ
た
井
上
馨
も
い
な
い
中
で
、

払
下
先
を
新
井
・
松
本
・
星
野
・
宮
崎
ら
に
変
更
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
金
額
不

相
応
を
口
実
に
し
た
再
伺
い
命
令
と
い
う
消
極
的
な
決
定
が
な
さ
れ
た
と
考
え
る
。

第
三
節

三
越
へ
の
払
下
げ

（
一
）
払
下
げ
ま
で
の
過
程

以
下
で
は
、
三
越
得
右
衛
門
へ
の
払
下
げ
が
決
定
す
る
ま
で
の
過
程
を
簡
単
に

見
て
お
き
た
い
（
７４
）
。
前
述
の
通
り
、
結
果
的
に
釣
り
上
げ
ら
れ
た
政
府
の
要
求
に
、

勝
山
ら
は
応
じ
ず
、
宮
崎
・
星
野
ら
は
あ
く
ま
で
も
応
じ
よ
う
と
す
る
が
、
資
金

の
問
題
が
解
決
せ
ず
、
明
治
十
六
年
に
は
立
ち
消
え
に
な
っ
た
。
実
は
興
味
深
い
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こ
と
に
、
明
治
十
五
年
四
月
、
前
橋
曲
輪
町
に
屑
糸
紡
績
所
が
設
立
さ
れ
、
十
六

年
時
点
で
松
本
源
五
郎
が
頭
取
に
な
っ
て
い
る
（
７５
）
。
宮
崎
有
敬
日
記
明
治
十
四
年
二

月
三
日
条
に
は
「
千
住
ニ
ア
ル
内
務
省
勧
業
局
製
絨
所
ニ
行
キ
、
所
長
井
上
省
三

君
ニ
面
語
シ
、
兼
テ
約
ヲ
為
セ
シ
繭
ノ
麁
皮
糸
（
７６
）
紡
績
器
械
注
文
方
約
定
ノ
事
ヲ
謀

ル
〔
中
略
〕
外
人
ト
約
定
ヲ
為
ス
モ
之
レ
ヲ
負
担
ス
ル
者
ナ
キ
ハ
不
都
合
ナ
レ
バ
、

其
負
担
人
ハ
大
倉
組
ニ
依
托
ノ
方
可
然
ト
ノ
事
ナ
リ
（
７７
）
」
と
あ
る
。
確
証
は
な
い
が
、

こ
の
時
は
新
井
・
松
本
ら
が
追
願
を
行
う
前
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
だ
勝
山
ら
の

出
願
を
知
ら
ず
、
新
町
の
獲
得
を
確
信
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
新
町
の
払
受

け
を
見
越
し
、
千
住
製
絨
所
所
長
井
上
省
三
や
同
所
と
関
わ
り
の
深
い
大
倉
組
（
７８
）
の

協
力
を
得
て
絹
糸
紡
績
器
械
を
輸
入
し
た
と
こ
ろ
、
払
受
け
が
困
難
に
な
っ
た
の

で
、
新
た
に
工
場
を
設
立
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
自
ら
工
場
を
設
立
し
た

以
上
、
新
町
獲
得
へ
の
意
欲
は
減
退
す
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
勝
山
宗
三
郎
は
、
明

治
十
六
年
に
亡
く
な
っ
た
（
７９
）
。
以
上
の
よ
う
な
両
グ
ル
ー
プ
の
状
況
も
、
十
三
年
以

来
の
払
下
計
画
が
つ
い
え
る
背
景
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

そ
の
後
は
官
業
と
し
て
の
経
営
が
続
く
が
、
明
治
二
十
年
四
月
二
十
八
日
、
農

商
務
大
臣
山
県
有
朋
が
「
新
町
紡
績
所
処
分
ノ
件
（
８０
）
」
を
閣
議
に
提
出
し
て
三
越
得

右
衛
門
へ
の
払
下
げ
を
主
張
し
、
五
月
十
二
日
に
閣
議
決
定
し
た
。
出
願
は
三
越

以
外
に
二
組
あ
り
、
概
要
は
【
表
二
】
の
通
り
で
あ
る
。
十
三
〜
十
四
年
の
一
件

と
異
な
る
点
は
数
多
い
が
、
特
に
目
を
引
く
点
は
広
告
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
払
下
価
格
、
特
に
土
地
・
建
物
・
機
械
等
固
定
資
本
の
評
価
額
が
低
い
一

方
、
三
越
と
町
田
ら
は
分
割
払
い
で
は
な
く
即
納
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

広
告
を
行
わ
な
い
理
由
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

今
之
ヲ
払
下
ン
ト
ス
ル
ニ
当
リ
先
ツ
再
ヒ
公
告
シ
テ
望
人
ヲ
求
ム
ヘ
キ
カ
、

必
ス
多
人
数
ノ
出
願
者
ア
ル
ヘ
シ
。
然
レ
ト
モ
公
告
シ
テ
其
人
ヲ
求
ム
ル
ニ

【表二：明治２０年出願者一覧】

付帯条件

・２年で２千錐、
１０年で計４千錐増
設すること（現
２，１００錐）
・現在欧州に注文
中の機械代価を支
払うこと 他

「新町紡績所ヲ東京府平民三越得右衛門ニ払下ヲ允許ス」より筆者が作成

営業資本

２９，２７５円５８銭４厘
（材料引継時一
時上納）＋４万円
（M２０．１２上納）

相当実価
（引継時上納）

６万４千 余円
（原料・営業需
要品・製糸の
評価額を引渡
時に査定し現
金即納）

７万円（１０ヶ年賦）

相当時価（即金）

固定資本

金六万円：右ハ
…旧公債証書全
額ヲ以テ引継ノ
際一時上納

金七万弐千円：
右者旧公債証書
実額、通貨ニ引
直シ金参万五千
円引継ノ際上納

旧公債証書未
償額…其証書
額面十万三千
百円余ニシテ、
其売買時価凡
三万四千五百
円余

８万円（２０ヶ年賦）

３万３千円（即金）

出願日

M２０．２．２４

M２０．３．１９

M２０．２．２８

M２０．４．５

住所

東京府日本橋区駿河町

東京府日本橋区駿河町

群馬県東群馬郡前橋紺屋町

神奈川県横浜区弁天通

東京府本所区本所菊川町

東京府日本橋区通油町

東京府浅草区浅草黒船町

出願者

三越得右衛門

（保証人）西邑乕四郎
三井銀行副長

※三越の追願

※三越との約定

岩崎作太郎

（証人）原善三郎

若林七五郎

辻新兵衛

町田徳之助
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至
リ
テ
ハ
、
自
然
彼
ノ
申
出
価
格
ノ
高
低
ニ
従
フ
テ
取
捨
セ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル

ノ
勢
ニ
傾
キ
、
却
テ
能
ク
該
事
業
ノ
得
失
ヲ
弁
シ
相
応
ノ
資
力
ヲ
有
シ
将
来

維
持
ニ
堪
ユ
ヘ
キ
合
格
者
ヲ
選
抜
ス
ル
ノ
支
障
ヲ
惹
ク
ノ
恐
ア
リ
。
又
況
ヤ

方
今
ノ
世
況
ニ
於
ケ
ル
其
公
告
ハ
動
モ
ス
レ
ハ
投
機
者
ノ
奇
貨
タ
ラ
サ
ル
ヲ

保
シ
難
キ
ニ
於
テ
ヲ
ヤ
。
況
ヤ
今
回
ノ
請
願
人
ハ
毫
モ
不
適
当
ノ
憾
ナ
ク
シ

テ
敢
テ
他
ニ
求
ム
ル
ノ
要
ナ
キ
ヲ
ヤ
。

最
後
の
一
文
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
本
件
で
は
元
々
三
越
へ
の
払
下
げ
が
既
定
路

線
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
引
用
文
は
結
局
の
と
こ
ろ
「
言
い
訳
」
で
あ
ろ
う
が
、

強
い
て
解
釈
す
れ
ば
、
前
回
勝
山
ら
と
星
野
ら
が
価
格
・
年
賦
条
件
競
争
に
陥
り
、

勝
っ
た
星
野
ら
が
結
局
資
金
を
工
面
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
反
省
を
ふ
ま
え
て
い

る
と
取
れ
る
。

広
告
を
行
わ
な
か
っ
た
の
に
、
な
ぜ
こ
の
時
期
に
三
組
も
の
出
願
が
あ
っ
た
の

か
、
明
確
に
語
る
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
後
述
す
る
通
り
三
越
は
こ
の
時
期

事
業
展
開
上
、
新
町
を
取
得
す
る
こ
と
が
有
利
と
思
わ
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
の
で
、

ま
ず
三
越
が
政
府
と
交
渉
の
上
願
書
を
提
出
し
、
そ
の
情
報
を
得
た
岩
崎
作
太
郎

が
対
抗
し
て
出
願
し
た
も
の
と
推
測
し
て
お
く
。
若
林
七
五
郎
・
辻
新
兵
衛
・
町

田
徳
之
助
は
、「
今
般
愈
々
該
紡
績
所
御
払
下
ケ
ノ
御
詮
議
有
之
候
趣
伝
承
」
し

た
た
め
出
願
し
た
と
願
書
に
書
い
て
い
る
。

岩
崎
は
、
明
治
十
九
年
時
点
で
群
馬
県
内
三
位
の
輸
出
生
糸
荷
主
で
あ
る
（
８１
）
。
願

書
で
は
「
明
治
維
新
以
前
ヨ
リ
久
シ
ク
生
糸
商
業
相
営
ミ
、
業
務
追
々
拡
張
仕
候

ヨ
リ
、
前
年
又
上
州
前
橋
ニ
於
テ
坐
繰
製
糸
場
ヲ
設
ケ
、
専
ラ
製
糸
業
ニ
従
事
罷

在
候
」
と
述
べ
て
い
て
、
成
長
し
つ
つ
あ
る
商
人
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
証
人

に
な
っ
て
い
る
原
善
三
郎
は
前
述
の
通
り
上
毛
物
産
会
社
に
参
加
し
て
い
た
有
力

売
込
商
で
あ
る
。
評
価
額
は
比
較
的
高
い
が
、
農
商
務
省
は
そ
の
長
期
年
賦
を
取

り
上
げ
て
、
ほ
と
ん
ど
新
町
紡
績
所
の
純
益
金
の
み
で
年
々
の
上
納
金
を
工
面
で

き
る
ほ
ど
で
あ
り
、「
今
ヤ
民
間
争
テ
起
業
ヲ
企
図
ス
ル
ノ
気
勢
ニ
係
ル
当
世
」

に
お
い
て
「
頗
ル
不
適
切
」
と
手
厳
し
い
。

若
林
（
８２
）
・
辻
（
８３
）
・
町
田
の
願
書
は
、
町
田
の
前
回
の
出
願
と
似
通
っ
た
内
容
だ
が
、

資
本
金
十
五
万
円
で
増
錐
を
行
う
こ
と
、
払
下
げ
代
価
は
即
金
で
支
払
う
こ
と
な

ど
、
こ
の
時
点
で
農
商
務
省
が
評
価
す
る
点
を
押
さ
え
て
い
る
。
し
か
し
遅
れ
て

出
願
し
た
彼
ら
に
勝
ち
目
は
な
く
、
三
越
の
出
願
と
格
別
の
差
違
は
な
い
が
価
格

で
や
や
劣
り
、
か
つ
「
財
産
上
ノ
信
用
ニ
於
イ
テ
モ
三
越
ノ
右
ニ
出
ツ
ル
能
ハ
サ

ル
ベ
シ
」
と
一
蹴
さ
れ
て
し
ま
う
。

評
価
額
に
関
し
て
、
各
出
願
者
の
提
示
額
も
安
い
が
、
農
商
務
省
の
固
定
資
本

価
格
見
積
も
約
七
万
二
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
明
治
十
四
年
時
点
の
評
価
額
十
五

万
円
の
半
額
以
下
で
あ
る
。
建
物
や
機
械
に
関
し
て
は
「
保
存
減
価
ヲ
控
除
」
し

た
と
あ
り
、
減
価
償
却
に
近
い
計
算
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
（
８４
）
。
三
越
や

町
田
ら
が
代
金
を
即
時
上
納
す
る
と
い
う
の
は
、
森
有
礼
が
「
工
場
払
下
概
則
」

に
代
わ
る
も
の
と
し
て
明
治
十
九
年
中
に
作
成
し
た
と
さ
れ
る
「
官
有
物
払
下
方

法
」
を
意
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。「
官
有
物
払
下
方
法
」
の
要
点
は
、
広
告

を
行
い
、
資
格
を
備
え
た
者
に
入
札
さ
せ
、
最
も
高
値
の
者
に
払
下
げ
る
こ
と
で

あ
っ
た
の
で
、
今
回
の
手
続
に
当
て
は
ま
ら
な
い
点
が
多
い
が
、
入
札
者
の
資
格

と
し
て
は
、
払
下
金
の
半
額
以
上
（
金
額
が
巨
額
で
な
い
場
合
は
全
額
と
す
る
こ

と
も
あ
る
）
を
即
納
で
き
る
こ
と
、
即
納
金
が
十
分
で
な
い
場
合
は
、
残
額
を
公

債
証
書
等
に
よ
っ
て
上
納
で
き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
（
８５
）
。
政
府
が
最
終
的
に

回
収
す
る
金
額
よ
り
も
、
払
受
人
の
資
力
を
重
視
す
る
姿
勢
が
見
て
取
れ
る
。
三

越
が
公
債
証
書
を
用
い
た
支
払
い
を
申
し
出
る
の
も
、「
官
有
物
払
下
方
法
」
を

意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
方
法
に
つ
い
て
の
記
述
は
【
表
二
】
に
引
用

し
て
お
い
た
が
、
当
初
の
出
願
、
追
願
、
約
定
と
進
む
に
つ
れ
て
意
味
が
明
瞭
に
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な
り
、
現
金
三
万
五
千
円
程
度
と
同
等
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
当
初
の
出
願
の

書
き
方
は
、
ご
ま
か
し
を
含
ん
で
い
る
と
言
え
る
。

こ
の
点
を
大
蔵
省
（
大
臣
松
方
正
義
）
の
意
見
書
も
突
い
て
い
て
、
こ
れ
ま
で

新
町
紡
績
所
の
た
め
に
約
二
十
四
万
円
を
費
消
し
、
現
在
価
格
も
七
万
円
余
あ
る

の
に
「
僅
々
三
万
余
円
ノ
金
額
ヲ
以
テ
之
ヲ
払
下
ル
カ
如
キ
ハ
頗
ル
不
穏
当
」
で

あ
り
、「
一
般
ノ
競
売
ニ
付
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
他
ニ
三
越
某
ニ
優
ル
ノ
請
求
者
ナ
キ

ヲ
期
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
」
と
主
張
す
る
。
ま
た
公
債
証
書
で
の
上
納
は
単
に
取

扱
上
不
便
で
あ
る
ば
か
り
だ
と
も
指
摘
し
た
。

こ
れ
に
対
す
る
農
商
務
省
の
反
論
は
、
競
売
に
付
せ
ば
価
格
を
高
騰
さ
せ
、
適

切
な
払
受
人
を
選
び
に
く
く
な
る
、
ま
た
、
三
万
四
千
余
円
の
価
格
に
対
し
て
、

本
工
場
の
過
去
三
年
の
収
益
平
均
は
約
百
分
の
七
だ
が
、
機
械
は
十
年
前
の
輸
入

品
で
旧
式
で
あ
る
し
、
増
錐
を
約
束
さ
せ
る
の
で
余
裕
を
持
た
せ
た
い
、
と
い
う

も
の
だ
っ
た
。
公
債
証
書
に
関
し
て
は
「
請
願
人
ノ
願
意
ニ
拠
ル
モ
ノ
ニ
テ
全
ク

価
格
減
殺
ノ
一
方
タ
ル
ニ
外
ナ
ラ
サ
ル
カ
故
ニ
、
取
扱
上
不
便
ト
ノ
義
ナ
レ
ハ
右

公
債
証
書
ノ
時
価
ニ
照
シ
現
金
上
納
ノ
義
ハ
敢
テ
差
支
コ
レ
無
シ
」
と
、
こ
だ
わ

り
を
見
せ
な
い
。

農
商
務
大
臣
山
県
は
大
蔵
省
と
の
協
議
に
つ
い
て
「
払
下
ノ
手
順
ニ
至
テ
ハ
結

局
両
省
協
議
難
調
ト
認
ム
ル
カ
故
ニ
本
案
直
ニ
提
出
ス
」
と
し
、
大
蔵
省
と
の
合

意
に
至
ら
な
い
ま
ま
内
閣
総
理
大
臣
伊
藤
博
文
に
提
出
し
た
。
結
局
、
農
商
務
省

の
意
見
が
無
修
正
で
貫
徹
し
、
六
月
二
日
に
三
越
へ
の
引
き
渡
し
が
実
現
す
る
。

「
従
来
著
名
ノ
豪
商
ニ
シ
テ
資
産
ノ
饒
カ
ナ
ル
ハ
言
ヲ
俟
タ
」
ず
、「
望
ヲ
将
来

ニ
属
シ
相
当
ノ
義
務
ヲ
前
途
ニ
負
」
う
こ
と
が
可
能
な
三
越
に
払
下
げ
る
方
針
を
、

農
商
務
省
は
強
気
で
押
し
通
し
た
。
こ
こ
に
は
、
払
下
価
格
を
安
く
抑
え
、
将
来

の
拡
張
に
期
待
を
か
け
る
と
い
う
意
図
が
見
え
る
が
、
そ
の
一
方
で
三
越
の
財
産

や
世
間
的
な
信
用
が
極
め
て
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
明
治
二
十

年
の
新
町
払
下
げ
は
、
小
林
氏
の
段
階
区
分
で
は
第
二
段
階
に
あ
た
る
が
、
こ
の

段
階
は
払
受
人
の
資
力
よ
り
も
経
験
や
経
営
能
力
を
重
視
す
る
時
期
と
さ
れ
て
い

る
（
８６
）
。
後
述
す
る
が
三
越
は
前
年
か
ら
工
業
分
野
に
進
出
し
始
め
た
ば
か
り
で
、
経

験
よ
り
も
資
力
が
評
価
さ
れ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
く
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
新

町
紡
績
所
の
払
下
げ
過
程
は
、
小
林
氏
の
整
理
に
当
て
は
ま
ら
な
い
事
例
で
あ
る

と
言
え
る
。（

二
）
三
越
・
三
井
の
事
業
展
開

最
後
に
、
三
越
が
な
ぜ
新
町
の
獲
得
を
目
指
し
た
の
か
考
察
し
た
い
。
三
越
は

願
書
の
中
で
、
出
願
の
理
由
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

近
年
ニ
至
該
糸
〔
絹
紡
績
糸
―
谷
川
註
〕
需
要
ノ
途
大
ニ
開
ケ
、
京
都
及
桐

生
ニ
於
テ
私
店
ノ
留
織
機
業
ニ
試
供
セ
シ
ニ
中
以
下
ノ
織
物
ニ
頗
ル
適
当
セ

ル
〔
中
略
〕
今
般
旧
来
ノ
呉
服
店
エ
西
洋
服
販
売
ヲ
開
ク
ニ
際
シ
欧
米
諸
国

之
商
業
取
調
ト
シ
テ
手
代
二
名
ヲ
派
遣
シ
、
専
織
モ
ノ
ニ
改
良
計
画
中
ニ
ア

リ
、
既
ニ
聞
ク
各
国
ニ
於
テ
テ
ー
ブ
ル
掛
幷
窓
懸
等
ニ
使
用
ス
ル
糸
ハ
総
テ

紡
績
糸
ヲ
用
ユ
ル
ト
云
、
又
本
邦
現
今
之
景
況
ヲ
考
ル
ニ
家
屋
幷
ニ
衣
服
ト

モ
日
ニ
増
改
良
ノ
域
ニ
進
ム
ノ
勢
〔
後
略
〕

明
治
五
年
に
三
井
家
か
ら
分
離
さ
れ
た
後
、
三
越
家
は
手
代
に
よ
っ
て
相
続
さ
れ

て
き
た
が
、
十
六
年
に
三
井
元
之
助
の
次
男
則
兵
衛
が
家
督
を
継
ぎ
、
さ
ら
に
三

越
得
右
衛
門
を
襲
名
し
、
三
井
家
と
三
越
家
の
関
係
を
強
化
し
た
（
８７
）
。
得
右
衛
門
は

明
治
十
九
年
に
東
京
棉
商
社
（
の
ち
の
鐘
淵
紡
績
）
の
社
長
と
な
っ
て
お
り
、
新

町
紡
績
所
の
払
受
け
も
同
時
期
の
三
越
の
積
極
策
の
一
環
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
（
８８
）
。
ま
た
明
治
十
九
年
十
二
月
、
得
右
衛
門
は
三
井
銀
行
京
都
支
店
の
浅
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井
文
右
衛
門
と
共
に
、
渋
沢
栄
一
な
ど
が
主
唱
し
た
京
都
織
物
会
社
の
創
立
発
起

人
に
加
わ
っ
た
。
同
社
は
明
治
二
十
年
五
月
京
都
府
で
認
可
を
受
け
る
（
８９
）
。
株
主
に

は
、
三
越
得
右
衛
門
・
浅
井
文
右
衛
門
の
他
、
新
町
払
受
け
の
際
に
保
証
人
に

な
っ
て
い
た
三
井
銀
行
副
長
西
邑
乕
四
郎
、
三
井
物
産
の
益
田
孝
も
い
た
（
９０
）
。

同
社
は
洋
風
織
物
の
製
造
を
目
的
と
し
た
会
社
で
、
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
等
を
主
力

製
品
と
し
、
さ
ら
に
窓
掛
、
椅
子
張
地
、
婦
人
洋
服
地
な
ど
の
生
産
を
企
図
し
て

い
た
（
９１
）
。
新
町
の
払
下
願
書
に
あ
る
「
各
国
ニ
於
テ
テ
ー
ブ
ル
掛
幷
窓
懸
等
ニ
使
用

ス
ル
糸
ハ
総
テ
紡
績
糸
ヲ
用
ユ
」
と
い
う
言
葉
は
、
京
都
織
物
会
社
の
事
業
を
想

起
さ
せ
る
。
実
際
、
明
治
二
十
一
年
六
月
三
十
日
時
点
で
、
同
社
は
量
に
し
て
一

貫
七
百
匁
、
金
額
に
し
て
四
七
円
と
少
な
く
は
あ
る
が
絹
紡
績
糸
を
保
有
し
て
い

る
し
（
９２
）
、
二
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日
に
保
有
し
て
い
る
製
品
の
中
に
は
「
紡
績
緯

綾
」
が
含
ま
れ
（
９３
）
、
絹
紡
績
糸
を
原
料
と
し
た
製
品
と
思
わ
れ
る
。
三
越
は
京
都
織

物
会
社
の
事
業
に
か
か
わ
る
中
で
絹
紡
績
糸
の
有
用
性
に
気
付
き
、
自
ら
工
場
を

保
有
す
る
こ
と
が
事
業
上
有
利
だ
と
判
断
し
て
、
新
町
の
払
受
け
を
目
指
し
た
の

だ
と
考
え
る
。

な
お
三
井
銀
行
は
明
治
十
九
年
、
官
金
取
扱
業
務
継
続
を
許
さ
れ
ず
、
普
通
銀

行
業
務
へ
転
換
し
て
、
貸
し
出
し
を
拡
張
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
改
革
を
行
っ
た
（
９４
）
。

小
林
氏
が
作
成
さ
れ
た
表
（
９５
）
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
三
越
得
右
衛
門
が
三
井
銀
行
の

西
邑
乕
四
郎
を
保
証
人
と
し
て
新
町
を
払
受
け
た
の
は
、
明
治
二
十
一
年
の
三
池

炭
鉱
や
二
十
六
年
の
富
岡
製
糸
場
よ
り
も
早
く
、
三
井
に
よ
る
官
業
払
受
け
の
初

め
て
の
例
で
あ
る
。
一
般
に
三
井
の
経
営
多
角
化
の
画
期
は
三
池
炭
鉱
の
払
受
け

と
さ
れ
（
９６
）
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
い
う
工
業
化
路
線
も
二
十
七
年
頃
か
ら
の
中
上
川

彦
次
郎
の
指
導
に
よ
る
と
さ
れ
る
が
（
９７
）
、
三
越
が
三
井
銀
行
と
協
力
し
つ
つ
鐘
淵
紡

績
や
京
都
織
物
会
社
に
参
画
し
、
そ
れ
ら
の
関
連
事
業
と
し
て
新
町
を
払
受
け
た

こ
と
は
、
三
井
の
財
閥
化
を
考
え
る
う
え
で
見
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

む
す
び
に
か
え
て

明
治
十
三
〜
十
四
年
の
過
程
と
、
二
十
年
の
過
程
を
比
較
す
る
と
、
後
者
が
大

蔵
省
の
反
対
は
あ
り
つ
つ
も
閣
議
案
が
提
出
さ
れ
て
か
ら
二
週
間
、
最
初
の
願
書

が
提
出
さ
れ
て
か
ら
二
か
月
半
で
、
農
商
務
省
と
三
越
・
三
井
の
意
思
が
貫
徹
す

る
形
で
決
着
し
た
の
に
対
し
、
前
者
で
は
農
商
務
省
伺
い
か
ら
指
令
ま
で
二
ヶ
月

半
、
払
下
広
告
か
ら
は
実
に
八
ヶ
月
を
要
し
て
い
る
。
農
商
務
省
の
新
設
や
政
府

中
枢
に
お
け
る
対
立
が
こ
れ
ほ
ど
時
間
が
か
か
る
大
き
な
要
因
で
あ
ろ
う
が
、
お

そ
ら
く
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

「
工
場
払
下
概
則
」
の
下
、
広
告
を
経
て
誰
で
も
名
乗
り
を
あ
げ
ら
れ
る
シ
ス

テ
ム
は
、
新
町
紡
績
所
の
場
合
、
政
府
の
直
輸
出
奨
励
に
よ
る
刺
激
や
、
県
会
の

開
設
に
伴
う
豪
農＝

製
糸
リ
ー
ダ
ー
層
の
相
対
的
地
位
上
昇
が
も
た
ら
し
た
群
馬

県
内
対
立
が
噴
出
す
る
一
つ
の
口
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
政
府
は
対
立
す
る
両
者

の
い
ず
れ
を
も
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、
払
下
げ
は
失
敗
し
た
。
政
府
が
払
下
げ
先

の
選
定
に
あ
た
り
、
生
産
者
・
商
人
間
の
ロ
ー
カ
ル
な
政
治
状
況
に
拘
束
さ
れ
た

例
と
し
て
、
本
事
例
は
興
味
深
い
。
先
行
研
究
で
言
わ
れ
て
い
た
、
よ
り
高
値
で

売
ろ
う
と
す
る
政
府
の
意
図
は
、
存
在
し
た
と
し
て
も
副
次
的
な
も
の
で
あ
っ
た

と
考
え
る
。

一
方
明
治
二
十
年
、
実
質
的
に
は
三
越
・
三
井
と
の
個
別
交
渉
に
よ
っ
て
新
町

の
払
下
げ
は
決
着
し
た
と
見
ら
れ
る
。
三
越
・
三
井
の
事
業
上
の
意
図
に
つ
い
て

は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
山
県
有
朋
率
い
る
農
商
務
省
（
９８
）
が
強
力
に
三
越
・
三
井

へ
の
払
下
げ
方
針
を
貫
い
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
農
商
務
省
自
身
が
語
る
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
確
実
に
資
力
の
あ
る
者
に
払
下
げ
、
将
来
拡
張
も
さ
せ
た
い
が
、

競
売
に
付
せ
ば
そ
れ
は
困
難
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
の
農
商
務
省
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に
お
い
て
十
三
〜
十
四
年
の
過
程
は
、
資
力
の
十
分
で
な
い
者
同
士
が
争
っ
て
い

た
ず
ら
に
値
を
吊
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
結
果
の
失
敗
と
い
う
、
本
稿
の
立
場
か
ら

見
れ
ば
不
正
確
な
形
で
記
憶
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
の

選
択
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
三
越
・
三
井
と
農
商
務
省
関
係
者
が
ど

の
よ
う
に
交
渉
を
行
っ
た
の
か
、
本
稿
で
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
先
に
指
摘
し
た
三
井
史
上
に
お
け
る
新
町
紡
績
所
の
重
要
性
を
踏
ま
え
れ
ば
、

こ
の
点
は
今
後
検
討
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

註（
１
）

岩
崎
宏
之
「
明
治
期
殖
産
興
業
政
策
に
関
す
る
一
考
察
―
新
町
屑
糸
紡
績

所
に
つ
い
て
―
」（
芳
賀
幸
四
郎
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
編

『
日
本
社
会
史
研
究
』（
笠
間
書
院
、
一
九
八
〇
年
）
所
収
）。
な
お
、
本
稿

執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
温
井
眞
一
編
『
新
町
屑
糸
紡
績
所
資
料
集
〜
設
立
の

経
緯
と
そ
の
後
の
経
営
概
観
〜
』（
よ
み
が
え
れ
！
新
町
紡
績
所
の
会
発
行
、

二
〇
一
五
年
）
も
参
考
に
し
た
。

（
２
）

以
上
、「
新
町
紡
績
所
一
覧
表
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
明
治
二
十
年
公

文
類
聚

第
十
一
編
第
四
十
四
巻
」、
群
馬
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
群
馬
県

史

資
料
編
二
三

近
代
現
代
七
』（
群
馬
県
、
一
九
八
五
年
）
等
が
採
録
）

（
３
）

小
林
正
彬
『
日
本
の
工
業
化
と
官
業
払
下
げ
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一

九
七
七
年
）
一
三
一
〜
一
三
五
頁

（
４
）

小
林
正
彬
「
新
町
紡
績
所
の
払
下
げ
」（『
経
済
系

関
東
学
院
大
学
経
済

学
研
究
論
集
』
第
一
一
九
集
、
一
九
七
九
年
三
月
）

（
５
）
「
上
州
新
町
屑
糸
紡
績
所
払
下
ノ
件
」
公
文
録
・
明
治
十
四
年
・
第
百
六

十
五
巻
・
明
治
十
四
年
八
月
・
農
商
務
省
（
第
一
）（
国
立
公
文
書
館
、
公

03070100

）。
前
掲
『
群
馬
県
史

資
料
編
二
三
』
四
六
六
〜
四
八
〇
頁
な

ど
に
採
録
。

（
６
）

小
林
前
掲
書

一
〇
三
、
一
〇
五
頁
。
な
お
、
明
治
十
四
年
四
月
十
四
日

時
点
で
は
農
務
局
の
所
管
で
あ
っ
た
が
（『
明
治
前
期
勧
農
事
蹟
録

上

巻
』（
農
林
省
農
務
局
、
一
九
三
九
年
）
六
九
頁
）、
前
掲
「
上
州
新
町
屑
糸

紡
績
所
払
下
ノ
件
」
よ
り
、
六
月
に
は
工
務
局
の
所
管
と
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）

公
文
録
中
の
一
件
書
類
に
も
出
願
の
概
要
を
ま
と
め
た
表
が
付
し
て
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
松
本
ら
の
出
願
日
を
十
二
月
二
十
六
日
と
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
お
そ
ら
く
は
農
商
務
省
の
書
類
作
成
担
当
者
が
間
違
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
８
）

き
び
そ
。
繭
の
う
ち
、
生
糸
と
し
て
不
適
当
な
部
分
を
取
り
出
し
て
乾
燥

さ
せ
た
も
の
を
言
う
。（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）

（
９
）

で
が
ら
ま
ゆ
。
蛹
が
蛾
に
な
っ
た
後
の
孔
が
開
い
た
繭
。（『
日
本
国
語
大

辞
典
』）

（
１０
）

小
林
前
掲
書

一
三
二
頁

（
１１
）

小
林
前
掲
論
文

五
七
頁

（
１２
）

浅
野
俊
光
「
原
六
郎
」（『
日
本
大
百
科
全
書
』）

（
１３
）

齋
藤
正
「
明
治
初
期
の
官
業
と
民
業
（
二
）
―
民
業
論
に
関
す
る
一
考
察

―
」（『
成
城
大
学
経
済
研
究
』（
十
六
）
一
九
六
二
年
）
四
五
頁

（
１４
）

渋
谷
隆
一
編
『
都
道
府
県
別
資
産
家
地
主
総
覧

東
京
編
三
』（
日
本
図

書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
八
年
）
一
三
五
頁

（
１５
）

明
治
十
二
年
七
月
付
、
群
馬
県
の
調
査
書
類
と
思
わ
れ
る
「
大
渡
製
糸
場

創
立
年
月
幷
事
業
沿
革
ノ
概
略
」
は
、
大
渡
製
糸
場
の
所
有
者
で
あ
る
勝
山

宗
三
郎
に
つ
い
て
、

繭
ノ
買
入
等
ニ
於
ル
勧
農
局
所
轄
富
岡
・
新
町
ノ
両
工
場
ノ
御
用
ヲ
承
ル
、

毎
年
強
テ
不
都
合
ノ
聞
ヘ
無
之
、
繭
幷
ニ
屑
物
商
（
即
チ
出
殻
繭
・
熨
斗

糸
・
キ
ビ
ソ
等
売
買
商
ヲ
云
フ
）
中
ニ
於
テ
モ
着
実
営
業
家
ノ
模
範
ニ
モ
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相
成
候
程
、
名
声
ヲ
得
候
者
ニ
有
之
候

と
述
べ
て
い
る
。（『
群
馬
県
史

資
料
編
二
三
』
二
八
一
頁
。
原
史
料
は
群

馬
県
立
文
書
館
所
蔵
、
県
庁
文
書
「
明
治
十
二
年
七
月

皇
太
后
宮
伊
香
保

行
啓
書
類
第
一
」）

（
１６
）

小
林
氏
が
こ
の
史
料
に
つ
い
て
「
松
本
源
五
郎
が
不
適
格
で
あ
る
理
由
を

屑
糸
を
扱
っ
て
い
た
だ
け
で
一
会
社
を
立
て
て
払
下
げ
よ
う
と
し
た
に
す
ぎ

な
い
と
し
て
い
る
」（
小
林
前
掲
論
文

五
四
頁
）
と
書
い
て
い
る
の
は
誤

読
で
あ
ろ
う
。

（
１７
）
「
新
町
紡
績
所
ヲ
東
京
府
平
民
三
越
得
右
衛
門
ニ
払
下
ヲ
允
許
ス
」
公
文

類
聚
・
第
十
一
編
・
明
治
二
十
年
・
第
四
十
四
巻
・
民
業
門
三
・
工
事
（
請

求
番
号：

類00331100

件
名
番
号：

012

）
付
属
文
書

（
１８
）

願
人
宮
崎
有
敬
、
保
証
人
松
本
源
五
郎
に
よ
る
、「
新
町
屑
糸
紡
績
所
御

貸
与
ノ
儀
ニ
付
願
書
」
は
『
群
馬
県
史
』
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。（
前
掲

『
群
馬
県
史

資
料
編
二
三
』
四
八
五
〜
四
八
六
頁
、
勢
多
郡
黒
保
根
村
水

沼

星
野
�
氏
所
蔵
文
書
）

（
１９
）

鈴
木
淳
「
官
営
工
場
と
民
間
工
場
」（
明
治
維
新
史
学
会
編
『
講
座

明

治
維
新
八

明
治
維
新
の
経
済
過
程
』（
有
志
舎
、
二
〇
一
三
年
）
所
収
）

一
五
八
頁

（
２０
）

小
林
氏
は
、
官
業
払
下
げ
の
全
過
程
を
、
第
一
段
階
（「
工
場
払
下
概

則
」
制
定＝

明
治
十
三
年
十
一
月
五
日
以
降
、
政
府
資
金
の
回
収
を
第
一
の

狙
い
と
し
、
払
下
条
件
は
厳
し
い
）、
第
二
段
階
（
鉱
山
払
下
げ
決
定＝

明

治
十
七
年
七
月
五
日
以
降
、
多
く
は
無
利
息
・
長
期
年
賦
で
、「
事
業
継
続

可
能
者
」
へ
の
指
名
）、
第
三
段
階
（「
三
池
鉱
山
払
下
規
則
」
制
定＝

明
治

二
十
一
年
四
月
二
十
一
日
以
降
、
黒
字
鉱
山
中
心
で
、
払
下
条
件
は
厳
し
く
、

三
井
・
三
菱
が
受
け
る
）
の
三
段
階
に
分
け
て
整
理
し
て
い
る
（
小
林
前
掲

書

第
五
章
参
照
）。
こ
れ
は
大
ま
か
な
傾
向
を
述
べ
た
も
の
で
、
各
時
期

に
は
当
然
例
外
も
存
在
す
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
し
、
こ
の
枠
組
み
全
体

に
異
を
唱
え
る
用
意
は
筆
者
に
は
な
い
。
た
だ
、
新
町
紡
績
所
の
払
下
げ
に

関
し
て
は
、
小
林
氏
の
枠
組
み
に
収
ま
ら
な
い
要
素
が
重
要
で
あ
っ
た
と
考

え
て
い
る
。

（
２１
）

小
林
氏
は
同
論
文
六
四
頁
で
「
生
糸
製
造
業
者
を
金
融
に
よ
っ
て
支
配
し

つ
つ
原
料
を
確
保
し
、
同
時
に
長
男
〔
新
井
領
一
郎
―
谷
川
註
〕
を
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
直
輸
出
会
社
支
店
長
と
し
て
も
っ
て
い
る
新
井
糸
作
〔「
系
作
」

カ
―
同
上
〕
の
グ
ル
ー
プ
（
松
本
源
五
郎
）
は
、
生
産
、
流
通
面
で
も
っ
と

も
払
受
け
に
適
格
な
者
と
判
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
と
こ
ろ
が
、
農
商

務
省
の
判
断
も
本
来
の
官
業
の
民
業
移
転
と
い
う
払
下
げ
の
形
態
よ
り
も
、

わ
ず
か
ば
か
り
よ
い
条
件
を
出
し
た
勝
山
宗
三
郎
を
選
ん
だ
と
い
う
点
で
、

せ
っ
か
く
の
民
業
移
管
の
チ
ャ
ン
ス
を
自
ら
潰
し
た
。」
と
も
述
べ
て
お
り
、

勝
山
へ
の
評
価
が
揺
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
節
で
述
べ
た
通
り
、

新
町
へ
の
原
料
納
入
、
製
造
、
販
売
の
過
程
に
最
も
深
く
関
与
し
て
き
た
の

は
勝
山
で
あ
っ
た
し
、
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
資
力
も
新
井
・
松
本
ら
の
グ

ル
ー
プ
よ
り
豊
か
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

（
２２
）

小
林
前
掲
論
文

六
五
頁

（
２３
）
「
新
町
紡
績
所
営
業
資
金
繰
替
貸
ノ
件
」
公
文
録
・
明
治
十
四
年
・
第
百

六
十
九
巻
・
明
治
十
四
年
十
月
・
農
商
務
省
（
国
立
公
文
書
館
蔵
、
公

03074100

）

（
２４
）
『
横
浜
市
史

第
三
巻
上
』（
横
浜
市
、
一
九
六
一
年
）

（
２５
）

差
波
亜
紀
子
「
初
期
輸
出
向
け
生
糸
の
品
質
管
理
問
題
―
群
馬
県
に
お
け

る
座
繰
製
糸
改
良
と
器
械
製
糸
―
」（『
史
学
雑
誌
』
一
〇
五
（
一
〇
）、
一

九
九
六
年
）
四
三
頁
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（
２６
）

前
掲
「
大
渡
製
糸
場
創
立
年
月
幷
事
業
沿
革
ノ
概
略
」（『
群
馬
県
史

資

料
編
二
三
』
二
八
一
頁
）

（
２７
）
『
前
橋
市
史

第
四
巻
』（
前
橋
市
、
一
九
七
八
年
）
一
二
〜
二
六
頁

（
２８
）
『
上
毛
繭
糸
改
良
会
社
沿
革
誌
』（
上
毛
繭
糸
改
良
会
社
、
一
八
九
一
年
）

四
七
〜
五
三
頁

（
２９
）
「
系
策
」
と
も
書
く
よ
う
で
あ
る
。
新
井
家
は
下
田
沢
村
の
豪
農
だ
が
、

系
作
は
繭
や
生
糸
の
買
付
け
に
従
事
し
て
い
た
。（
阪
田
安
雄
『
明
治
日
米

貿
易
事
始
―
直
輸
の
志
士
・
新
井
領
一
郎
と
そ
の
時
代
―
』（
東
京
堂
出
版
、

一
九
九
六
年
）
一
五
三
頁
）

（
３０
）

前
掲
『
上
毛
繭
糸
改
良
会
社
沿
革
誌
』
一
五
〜
一
六
頁

（
３１
）

同
上
二
六
頁

（
３２
）
「
上
毛
繭
糸
改
良
会
社
実
況
」（『
群
馬
県
史

資
料
編
二
三
』
四
一
二
頁
）

（
３３
）

前
掲
『
上
毛
繭
糸
改
良
会
社
沿
革
誌
』
二
七
〜
四
七
頁

（
３４
）

同
上
四
七
〜
五
三
頁

（
３５
）
「
上
毛
物
産
会
社
創
立
仮
趣
意
書
」「
上
毛
物
産
会
社
第
一
回
半
期
実
際
考

課
状
」（『
群
馬
県
史

資
料
編
二
四
』
七
三
七
〜
七
四
四
頁
、
吾
妻
郡
吾
妻

町
三
島

高
橋
重
郎
氏
所
蔵
文
書
）

（
３６
）

勝
山
憲
夫
氏
述
「
前
橋
の
旧
家
勝
山
家
に
つ
い
て
」（『
前
橋
覚
え
書

第

四
集
』
旧
い
前
橋
を
語
る
会
、
一
九
七
一
年
九
月
十
八
日
例
会
）
七
頁

（
３７
）

詳
細
は
不
明
だ
が
、
明
治
十
三
年
中
に
貿
易
商
会
（
十
三
年
、
岩
崎
弥
太

郎
・
福
沢
諭
吉
が
主
唱
し
、
大
隈
重
信
の
賛
同
を
得
て
設
立
）
に
委
託
し
て

米
国
に
直
輸
出
を
行
っ
て
い
る
。（『
横
浜
市
史

第
三
巻
上
』
六
六
九
頁
、

六
四
七
頁
）

（
３８
）
『
群
馬
県
蚕
糸
業
史

上
巻
』（
群
馬
県
蚕
糸
業
協
会
、
一
九
五
五
年
）
六

三
四
頁
に
よ
れ
ば
、
代
々
の
生
糸
商
人
で
開
港
と
同
時
に
海
外
貿
易
に
志
し
、

巨
利
を
得
た
。
同
書
は
生
糸
売
込
問
屋
橋
本
屋
弥
兵
衛
と
同
一
人
物
で
あ
る

可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
３９
）
『
群
馬
県
史

資
料
編
二
四
』
七
四
一
〜
七
四
四
頁

（
４０
）
『
豊
橋
市
史

第
三
巻
』（
豊
橋
市
、
一
九
八
三
年
）
七
五
〇
〜
七
五
七
頁

（
４１
）

明
治
十
三
年
九
月
に
定
款
と
役
員
（
星
野
長
太
郎
、
勝
山
宗
三
郎
、
深
沢

雄
象
、
宮
崎
有
敬
な
ど
）
を
決
定
し
、
同
年
十
二
月
、
富
岡
製
糸
場
を
辞
し

た
速
水
堅
曹
が
社
長
に
就
い
て
開
業
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
リ
ヨ
ン
に
支
店
を
置

き
、
米
国
に
も
佐
藤
組
と
の
協
力
の
下
、
新
井
領
一
郎
が
管
理
す
る
支
店
を

置
い
た
。（『
横
浜
市
史

第
三
巻
上
』、
六
四
六
〜
六
四
七
頁
）

（
４２
）

藤
井
光
男
・
藤
井
治
枝
「
一
八
八
〇
年
代
の
蚕
糸
金
融
に
つ
い
て
―
上
毛

繭
糸
改
良
会
社
を
中
心
に
―
」（『
土
地
制
度
史
学
』
四
（
一
）、
一
九
六
一

年
）
三
五
頁

（
４３
）

前
掲
「
上
毛
繭
糸
改
良
会
社
実
況
」
四
一
四
頁
。

（
４４
）

同
上

（
４５
）

前
掲
藤
井
論
文

三
四
頁
な
ど

（
４６
）

勝
山
源
三
郎
の
姉
か
く
が
、
星
野
長
太
郎
の
妻
で
あ
っ
た
。（
前
掲
「
前

橋
の
旧
家
勝
山
家
に
つ
い
て
」
七
頁
）

（
４７
）

前
掲
差
波
論
文

四
六
頁

（
４８
）

荒
井
悦
郎
「
同
伸
会
社
と
初
期
直
輸
出
」（『
社
会
経
済
史
学
』
四
三

（
三
）、
一
九
七
七
年
）
八
一
頁

（
４９
）

前
掲
差
波
論
文

（
５０
）

前
掲
「
上
毛
物
産
会
社
創
立
仮
趣
意
書
」

（
５１
）

元
伊
勢
崎
藩
の
御
用
商
人
で
、
維
新
後
伊
勢
崎
藩
権
大
属
、
群
馬
県
十
一

等
出
仕
を
経
て
、
勧
農
租
税
係
と
し
て
内
務
省
勧
農
寮
に
勤
め
た
。（『
群
馬

県
議
会
史

第
一
巻
』（
群
馬
県
議
会
、
一
九
五
一
年
）
二
二
三
頁
）
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（
５２
）

九
歳
の
時
に
実
父
が
亡
く
な
り
、
叔
父
で
長
太
郎
や
新
井
領
一
郎
の
実
父

で
あ
る
星
野
弥
平
に
養
育
さ
れ
た
。（
前
掲
『
群
馬
県
議
会
史

第
一
巻
』

二
二
七
頁
、
阪
田
前
掲
書
一
五
三
頁
）

（
５３
）

前
掲
『
群
馬
県
議
会
史

第
一
巻
』
二
六
九
、
三
三
一
頁

（
５４
）
「
県
会
議
案
日
誌

明
治
十
三
年
五
月
三
日
ヨ
リ

世
良
田
村
戸
長
役

場
」（『
群
馬
県
々
会
傍
聴
録
』
東
京
大
学
法
学
部
研
究
室
図
書
室
蔵
）

（
５５
）

前
掲
「
県
会
議
案
日
誌
」、
前
掲
『
群
馬
県
議
会
史

第
一
巻
』
三
七
七

頁

（
５６
）

前
掲
『
群
馬
県
議
会
史

第
一
巻
』
四
五
〇
〜
四
五
一
頁

（
５７
）
『
群
馬
県
史

通
史
編
八
』（
群
馬
県
、
一
九
八
九
年
）
一
九
六
〜
一
九
七

頁

（
５８
）

前
掲
『
群
馬
県
議
会
史

第
一
巻
』
四
五
〇
〜
四
五
一
頁

（
５９
）

前
掲
『
群
馬
県
史

通
史
編
八
』

一
九
六
〜
一
九
七
頁

（
６０
）
『
朝
野
新
聞
』
一
八
七
九
年
五
月
十
七
日
、
第
三
面
「
木
馬
日
録
」
欄

（
６１
）

前
掲
『
上
毛
繭
糸
改
良
会
社
沿
革
誌
』
一
〇
頁
、
十
六
頁

（
６２
）

同
上

三
一
頁
、
四
二
頁

（
６３
）

小
林
前
掲
書

一
三
三
頁

（
６４
）

前
掲
『
横
浜
市
史
』
六
一
九
、
六
三
三
頁

（
６５
）

同
上

七
一
三
頁

（
６６
）

上
山
和
雄
「
農
商
務
省
の
設
立
と
そ
の
政
策
展
開
」（『
社
会
経
済
史
学
』

四
一
（
三
）、
一
九
七
五
年
）
五
四
頁

（
６７
）

小
林
前
掲
書

二
九
七
頁

（
６８
）
「
職
員
録
・
明
治
十
四
年
八
、
九
月
・
職
員
録
（
農
商
務
省
）
改
」（
国
立

公
文
書
館
、
職
Ａ00271100

）
に
は
名
前
が
見
え
な
い
が
、「
職
員
録
・
明

治
十
五
年
二
月
・
職
員
録
（
農
商
務
省
）
改
」（
同
、
職
Ａ00313100

）
で

は
書
記
局
大
書
記
官
に
な
っ
て
い
る
。

（
６９
）

宮
内
庁
『
明
治
天
皇
紀

第
五
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
一
年
）
四
一

七
〜
四
一
八
頁

（
７０
）

宮
地
英
敏
「
北
海
道
開
拓
使
官
有
物
払
下
げ
事
件
に
つ
い
て
の
再
検
討
―

誰
が
情
報
を
リ
ー
ク
し
た
の
か
―
」（『
経
済
学
研
究
』（
九
州
大
学
経
済
学

会
）
第
八
十
巻
、
第
五
・
六
号
合
冊
、
二
〇
一
四
年
）
一
八
二
頁

（
７１
）

渡
辺
幾
治
郎
『
大
隈
重
信
』（
大
隈
重
信
刊
行
会
、
一
九
五
二
年
）
一
三

六
〜
一
三
七
頁

（
７２
）

明
治
十
三
年
三
月
時
点
。
中
村
尚
美
『
大
隈
財
政
の
研
究
』（
校
倉
書
房
、

一
九
六
八
年
）
二
一
八
頁

（
７３
）

宮
地
英
敏
「
初
期
農
商
務
省
の
政
策
対
立
」（『
歴
史
と
経
済
』
四
六

（
三
）、
二
〇
〇
四
年
）
三
九
頁
は
、
松
方
正
義
蔵
相
が
大
隈
の
直
輸
出
荷
為

替
制
度
を
継
続
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
７４
）

岡
本
幸
雄
「
官
営
新
町
紡
績
所
払
下
げ
関
係
史
料
―
三
井
（
三
越
得
右
衛

門
）
へ
の
払
下
げ
に
つ
い
て
―
」（『
西
南
学
院
大
学
商
学
論
集
』
四
〇

（
四
）
一
九
九
四
年
）
は
「
は
し
が
き
」
で
、「〔
三
越
や
岩
崎
か
ら
出
願
が

あ
っ
た
が
―
谷
川
註
〕
結
果
的
に
資
力
、
信
用
、
経
営
の
維
持
・
将
来
性
に

お
い
て
三
越
得
右
衛
門
へ
の
払
下
げ
の
決
定
を
み
た
も
の
で
あ
る
」
と
簡
潔

に
記
し
て
い
る
。
お
お
む
ね
異
存
は
な
い
が
、「
結
果
的
に
」
で
は
な
く
、

三
越
へ
の
払
下
げ
は
既
定
路
線
で
あ
っ
た
点
を
重
視
し
た
い
。

（
７５
）

前
掲
『
群
馬
県
蚕
糸
業
史
』
六
七
九
頁

（
７６
）
「
麁
皮
」（
そ
ひ
）
と
は
あ
ら
い
皮
、
ざ
ら
ざ
ら
し
た
皮
を
言
う
（『
日
本

国
語
大
辞
典
』）。「
繭
ノ
麁
皮
糸
」
は
、
こ
こ
で
は
生
皮
苧
の
よ
う
な
も
の

を
指
す
と
考
え
た
。

（
７７
）
「
宮
崎
有
敬
日
記
」（『
群
馬
県
史
』
資
料
編
二
三
）
四
二
七
頁
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（
７８
）

鈴
木
前
掲
論
文

一
五
三
頁

（
７９
）

高
橋
周
�
『
近
世
上
毛
偉
人
伝
』（
成
功
堂
、
一
八
九
三
年
）
一
一
八
頁

（
８０
）

前
掲
「
新
町
紡
績
所
ヲ
東
京
府
平
民
三
越
得
右
衛
門
ニ
払
下
ヲ
允
許
ス
」。

以
下
、
こ
の
史
料
に
基
づ
く
記
述
に
は
特
に
註
を
つ
け
な
い
。

（
８１
）

前
掲
『
群
馬
県
史

通
史
編
八
』
一
九
六
頁

（
８２
）

大
正
五
年
調
査
『
東
京
資
産
家
録
』
に
材
木
及
会
社
員
と
し
て
掲
載
さ
れ

て
い
る
。（
前
掲
『
資
産
家
地
主
総
覧

東
京
編
一
』
所
収
、
三
〇
九
頁
）

（
８３
）

明
治
三
十
一
年
版
『
日
本
商
工
人
名
録
第
二
版
』（
い
甲
ノ
五
五
頁
）
に

糸
問
屋
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
（『
資
産
家
地
主
総
覧

東
京
編
三
』
所

収
、
三
七
頁
）。

（
８４
）

鈴
木
氏
は
前
掲
論
文
一
五
八
頁
に
お
い
て
、
明
治
十
三
年
段
階
で
減
価
償

却
の
概
念
が
な
く
、
興
業
費
を
全
額
回
収
す
る
想
定
で
払
下
価
格
が
設
定
さ

れ
る
背
景
と
し
て
イ
ン
フ
レ
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
て
、
紙
幣
価
値
が
回
復

し
て
い
る
明
治
二
十
年
段
階
で
減
価
償
却
が
導
入
さ
れ
る
事
実
と
整
合
的
で

あ
る
。

（
８５
）

小
林
前
掲
書

一
五
三
頁

（
８６
）

同
上

一
四
〇
頁

（
８７
）

安
岡
重
明
『
財
閥
形
成
史
の
研
究

増
補
版
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一

九
九
八
年
）
三
四
三
頁

（
８８
）

粕
谷
誠
『
豪
商
の
明
治
―
三
井
家
家
業
再
編
過
程
の
分
析
―
』（
名
古
屋

大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）
二
八
〇
頁
。
ま
た
、
矢
倉
伸
太
郎
「
明
治
期

綿
紡
績
企
業
の
経
営
―
形
成
期
鐘
淵
紡
績
会
社
の
場
合
―
」（『
経
済
経
営
研

究
』
第
三
八
号
、
一
九
八
八
年
）
二
九
八
頁

（
８９
）
「
京
都
織
物
会
社
創
立
手
続
書
」（
公
益
財
団
法
人
三
井
文
庫
所
蔵
、
三
井

家
記
録
文
書
、
請
求
記
号：

追
／
七
八
七
／
一
）

（
９０
）
『
京
都
織
物
株
式
会
社
五
十
年
史
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
九
九
年
）
七
六

頁

（
９１
）

同
上

九
六
、
一
二
四
頁

（
９２
）

同
上

八
二
頁

（
９３
）

同
上

一
三
五
頁

（
９４
）

小
林
前
掲
書

三
六
九
頁
。
ま
た
『
三
井
事
業
史

本
編
第
二
巻
』（
三

井
文
庫
、
一
九
八
〇
年
）
三
四
一
〜
三
四
五
頁

（
９５
）

小
林
前
掲
書

一
三
八
頁

（
９６
）

た
と
え
ば
小
林
前
掲
書

三
六
九
頁

（
９７
）
『
史
料
が
語
る
三
井
の
歩
み
』（
三
井
文
庫
、
二
〇
一
五
年
）
七
二
頁
な
ど
。

中
上
川
は
、
明
治
二
十
四
年
に
三
井
銀
行
理
事
と
し
て
三
井
入
り
し
た
（
同

書

五
九
頁
）。

（
９８
）

農
商
務
大
臣
谷
干
城
は
明
治
十
九
年
二
月
か
ら
二
十
年
六
月
に
か
け
て
欧

州
視
察
を
行
い
、
内
務
大
臣
で
あ
っ
た
山
県
が
農
商
務
大
臣
を
兼
任
し
た

（「
内
務
大
臣
兼
農
商
務
大
臣
伯
爵
山
県
有
朋
兼
官
被
免
ノ
件
」
国
立
公
文
書

館
蔵
、
任
Ａ00151100

）。
新
町
の
三
越
へ
の
引
き
渡
し
を
完
了
し
た
の
は

山
県
が
兼
任
を
解
か
れ
る
直
前
の
二
十
年
六
月
で
あ
る
。
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